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県産スギ大径材から᥇材した枠組壁工法ᵓ㐀用製材の強度特性 

石田洋二・松元 浩・小倉光貴

せ᪨：石川県産のスギ大径材ら᥇材した 204材（断面 38×89mm）の曲げ試験体 275体および縦圧縮試験

体 119体、206材（断面 38×140mm）の曲げ試験体 70体および縦圧縮試験体 70体、210材（断面 38×235mm）

の曲げ試験体 28 体および縦圧縮試験体 51 体にᑐし強度試験を⾜った。その結果、204 材の曲げ強度およ

び縦圧縮強度にࡘい࡚┠ど➼⣭ࡈとに⟬ฟした５％下限値は、それぞれのᇶ‽強度を‶㊊した。206 材お

よび 210材にࡘい࡚は、༑ศなࢧンࣝࣉ数を☜ಖでࡁなった┠ど➼⣭を㝖ࡁ、曲げ強度および縦圧縮強

度の┠ど➼⣭ࡈとの５％下限値はそれぞれのᇶ‽強度を‶㊊した。曲げ強度および縦圧縮強度は、ձ縦振

動ἲによるヤング係数とṇの相関関係が認められ、ղ試験体の木┠の✀㢮（ᚰᣢࡕ、ᯈ┠、㏣いᰟ）とຍ

ຊ᪉向の⤌ྜࡏの㐪いによࡾᕪが認められた。ࡇれらのᅉᏊはඹ㏻し࡚、丸太の髄を含むその近ら

᥇材ࡉれた材の強度が低く、髄ら㞳れた⨨ら᥇材ࡉれた材の強度は高くᏳᐃࡍる傾向を♧し࡚いた。

たࡔし、その傾向はẚ㍑ⓗᖜの⊃い 204材および 206材で㢧ⴭであࡾ、ᖜᗈな 210材では限ᐃⓗであった。 

 スギ、ᯟ⤌ቨᕤἲᵓ㐀⏝製材、曲げ強度、縦圧縮強度：ࢻ࣮࣮࣡࢟

Ϩ ࡵࡌࡣ 

2015ᖺのࠕᯟ⤌ቨᕤἲᵓ㐀⏝製材ཬびᯟ⤌ቨᕤ

ἲᵓ㐀⏝た࡚⥅ࡂ材の日本㎰ᯘつ᱁（௨下、ࢶー

ー材の࢛ࣇࣂ JAS）ࠖ のᨵṇによࡾスギ➼のᅜ産

材の᪂たなᶞ✀༊ศがタᐃࡉれ、また近ᖺの SPF

製材౯᱁の高㦐ࡶ相まっ࡚ᅜ産材ࢶー࢛ࣇࣂー

材の関ᚰが高まっ࡚いる。୍᪉、㝣にはᅜ産

材ࢶー࢛ࣇࣂー材の⏕産ᣐⅬがなく、㍺㏦ࢥス

ら、県産スギの関ᚰ⏝ᆅ元産材ࡸの低ῶࢺ

を⏝したࢶー࢛ࣇࣂー材をᮃむኌୖࡶがっ࡚

いる。そࡇで、県産スギ大径材ら製材したࢶー

ー材の強度≉ᛶ（曲げ強度および縦圧縮࢛ࣇࣂ

強度）とそのᙳ㡪ᅉᏊをホ౯したのでሗ࿌ࡍる。 

ϩ ヨ㦂᪉法 

㸯㸬材ᩱ 

末口径 30.7～47.9cm、材長４ｍの石川県産スギ

丸太 36本を供試材とした（表㸫㸯）。࡚ࡍの丸

太の末口面には、髄らྠᚰ≧に༙径 50mmࡈと

にⰍศࡅし࡚࣌ンࢺした。ᅗ㸫㸯の木ྲྀࡾをᇶ

本とし࡚、ᑍἲᆺᘧ 204材（௨ᚋ、204）、ᑍἲᆺ

ᘧ 206材（௨ᚋ、206）およびᑍἲᆺᘧ 210材（௨

ᚋ、210）を製材した。204 は 15 本の丸太ら⢒

ᤂࡁ断面 45×105mm の製材を 277 本、206 は㸴本

の丸太ら⢒ᤂࡁ断面 45×155mmの製材を 70本、

210は 15本の丸太ら⢒ᤂࡁ断面 45×250mmの製

材を 77本ᚓた。ᚓられた࡚の製材にࡘい࡚、ඛ

㏙の丸太末口面の࣌ンࢺをཧ↷しそれぞれの᥇

材⨨（製材断面୰ᚰⅬの髄らの㊥㞳）をィ 

したᚋ、ேᕤ⇱（୰ ⇱：⌫ 度 70Υ、‵

⌫ 度 68～50Υで 216 間）を⾜った。⇱ᚋ、

204は断面ᑍἲ 38×89mm、206は 38×140mm、210

は 38×235mmにୖげຍᕤした。ୖげᚋの４ｍ

材にࡘい࡚、ࢶー࢛ࣇࣂー材の JASにᇶ࡙く⏥

✀ᯟ⤌材の┠ど➼⣭༊ศを⾜࠺ととࡶに、縦振動

ἲによるヤング係数（௨ᚋ、Efr）を ᐃした。204

らは 275体の曲げ試験体（38×89×1780mm）お

よび 119 体の縦圧縮試験体（38×89×225mm）を

作製した。206らはそれぞれ 70体の曲げ試験体

（38×140×2800mm）および縦圧縮試験体（38×

140×325mm）を作製した。210らは 28体の曲げ

試験体（38×235×4000mm）および 51体の縦圧縮

試験体（38×235×325mm）を作製した。強度試験

体のᴫせを表㸫㸰にまとめる。 

㸰㸬᭤ࡆヨ㦂 

曲げ試験は、試験体の⊃い面にᑐし࡚ຍຊࡍる

᪉ᘧで⾜った。204ࢬ࣡ࢪࢵ࢚ は曲げ試験⏝の

ලを╔した圧縮試験 （ƫ๓川試験ᶵ製作ᡤ製、

A-300L-B1）を⏝い࡚、スࣃン 1602mm、ࣟーࢻ

スࣃン 534mm の㸱➼ศⅬ４ⅬⲴ㔜᪉ᘧでᐇした。

206 および 210 は、ᐇ大試験ᶵ（ᓥὠ製作ᡤ製、

UH-1000kNX5）を⏝い࡚、206：スࣃン 2520mm、

ࣟーࢻスࣃン 840mm、210：スࣃン 3760mm、ࣟ ー

ンࣃスࢻ 1253mmとし࡚ᐇした。Ⲵ㔜㏿度は◚ቯ

に⮳るまで㸱ศ௨ୖとなるよ࠺にした。試験⤊

ᚋ、◚ቯ試験体よࡾ長ࡉ 30mmの試験体を᥇ྲྀし、
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がᮇᚅでࡁる。 

㸰㸬㠀◚ቯヨ㦂 

 。られる࠼⪄

髄ら㞳れる⠇のฟ⌧ᐦ度はῶᑡࡍるが、

ಶࠎの⠇径は大ࡁくなࡾ、また⏕⫱㐣⛬の✀ࠎの

እⓗᙳ㡪ら、ရ㉁ୖなḞࡅ、ᢤࡅ、⭉れ、

ධࡾ⓶をక࠺⠇（ࢶー࢛ࣇࣂー材の JASでは

な⠇といい、➼⣭ุᐃୖよࡾ㔜どࡉれる）ࡸ

✰となっ࡚⌧れࡍࡸくなる。しし、ࡉらにእഃ

の⤌⧊になると、ᶞෙ下のᯞのᑡない㒊ศ（ᯞ下

材）に⛣⾜ࡍるので、⠇のฟ⌧はⴭしくῶᑡࡍる。

よっ࡚、204のࠕ⠇ཪは✰ がࠖ、髄ら 100～150mm

を୰ᚰに下の➼⣭がከったのは、ࡇのよ࠺な

丸太ෆの⠇のศᕸがᙳ㡪したࡶのと⪃࠼られる。

また、材ᖜの⊃い 204では材面にᑐࡍる⠇の相ᑐ

面✚が大ࡁいため、ࠕ⠇ཪは✰ のࠖ➼⣭のᙳ㡪が

大ࡁったが、206 ࡸ 210 なᖜᗈになると⠇の

相ᑐ面✚が小ࡉくなるため、➼⣭を大ࡁくᘬࡁ下

げるのᙳ㡪はなったと᥎ᐹࡉれる。しし、

ࡾのⅬでは材がᖜᗈになるᙳ㡪が大ࡁくな

ると⪃࠼られ、206 ࡸ 210 では᥇材⨨の髄ら

の㊥㞳によらࠕࡎࠖࡾによる➼⣭低下のྍ⬟ᛶ

があるࡇとがศった。また୍᪉で、ࠕ⠇ཪは✰ࠖ

およびࠕࠖࡾの୧᪉にඹ㏻し࡚、いࡎれのᑍἲ

ᆺᘧにおい࡚ࡶ、᥇材⨨が髄ら㞳れる㸯

⣭௨ୖのୖの➼⣭のྜが大ࡁくなる傾向ࡶ認

められ、丸太のእ࿘近らは高ရ㉁な材の⋓ᚓ

したがっ࡚含Ỉ⋡ 15％の値にㄪᩚした（10～

23％の⠊ᅖ）。ࡉらに、210の曲げ試験では、ス

いのࡏン㸻ᱱࣃ 16ಸとしたため、曲げヤング係数

はࠕᵓ㐀⏝木材の強度試験ࣝࣗࢽ࣐ （ࠖ（බ㈈）

日本ఫᏯ・木材ᢏ⾡ࢭンター）に、曲げ強度は

ASTM D1990にしたがっ࡚ᶆ‽᮲௳（スࣃン㸻ᱱ

いのࡏ 18ಸ）の値にㄪᩚした。 

㸱㸬⦪ᅽ⦰ヨ㦂 

縦圧縮試験は、ඛ㏙の圧縮試験ᶵを⏝い࡚、Ⲵ

㔜の᭱大値に㐩ࡍるまで㸯ศ௨ୖとなるⲴ㔜㏿度

で㍕Ⲵした。試験⤊ᚋ、◚ቯ試験体よࡾ長ࡉ

30mmの試験体を᥇ྲྀし、ἲによࡾ含Ỉ⋡をồ

めた。縦圧縮強度は、$6TM D1990にしたがっ࡚含

Ỉ⋡ 15％の値にㄪᩚした（10～23％の⠊ᅖ）。 

Ϫ ⤖ᯝࡧࡼ࠾⪃ᐹ 

㸯㸬製材の┠ど➼⣭ 

ྛᑍἲᆺᘧの４ｍ材におࡅる木┠の✀㢮ูの┠

ど➼⣭のฟ⌧㢖度ศᕸをᅗ㸫㸰に♧ࡍ。ᅗ୰では、

᥇材ࡉれた試験体表面に⌧れた木┠の✀㢮（ᚰᣢ

とࡈ（ᯈ┠（ᗈい面がᯈ┠の二᪉ᰟ）、㏣いᰟ、ࡕ

に♧した。ᯈ┠および㏣いᰟでは、いࡎれのᑍἲ

ᆺᘧࡶ㸰⣭が᭱ࡶከく、ḟいで㸱⣭ཪは➼⣭እが

ከく、≉⣭、㸯⣭はᑡなった。ᚰᣢࡕでは、206

および 210ではの木┠とྠࡰᵝのศᕸであっ

たが、204 では➼⣭እが᭱ࡶከった。๓ሗ（石

田ら 2021）の 204の製材試験でᚓられた 668本を

┠ど➼⣭༊ศした結果では、下の➼⣭（㸱⣭௨

下）に᱁ࡅられたỴᐃᅉᏊとし࡚、ࠕ⠇ཪは✰ࠖ

とࠕࠖࡾが㸶㉸を༨め࡚いた。そࡇで、ᅗ㸫

㸱にᑍἲᆺᘧูのࠕ⠇ཪは✰ࠖおよびࠕࠖࡾの

る➼⣭のẚ⋡を丸太༙径᪉向の㊥㞳༊ศࡍに関ࡳ

ูに♧204。ࡍ ではࠕ⠇ཪは✰ࠖは髄らእഃに

向࠺にࡘれ࡚下の➼⣭がቑຍし、㊥㞳༊ศ

100～150mm でࣆーࢡとなったのࡕ、᭱እᒙの

150mm～ではῶᑡした。୍᪉、ࠕࠖࡾは髄ら

100mmまでの㊥㞳༊ศで下の➼⣭がከく、100mm

くῶᑡした。206ࡁらእഃでは大 および 210 で

はࠕ⠇ཪは✰ࠖの下の➼⣭は㊥㞳༊ศでࡎࢃ

ࡾࠕ、であるが はࠖ 204とẚ࡚下の➼⣭が

体ⓗにከく、髄ら 100mmよࡾእഃでࡶከく⌧

れた。丸太ෆの༙径᪉向におࡅる⠇のศᕸは୍⯡

ⓗに、髄近の⤌⧊はᯞのከいᶞෙ材に⏤᮶ࡍる

ので、⠇がከく⌧れるが、その径は小ࡉく⏕ࡁ⠇

であるሙྜがከい。ᯞはᨺᑕ≧にఙび࡚いるため

髄らᴫࡡ 20ᖺ㍯の⤌⧊は未成熟材とࡤれ、

௬㐨⟶長、⣽⬊ቨཌࡸ⣽⬊ቨ成ศのศᏊⓗᵓ成が

成熟㏵ୖにあࡾ、強度ᛶ⬟が成熟材よࡾ低下ࡍる

とࡉれる（ࡤ࠼、అ㇂ 1985）。᥇材⨨の丸太

༙径᪉向の㊥㞳༊ศูに Efr を見ると（ᅗ㸫４）、

髄ら 50mm までの Efrは、ࡇれよࡾእഃにẚ࡚

低い傾向が見られた。表㸫㸯の丸太༙径 100mmෆ

のᖺ㍯数がᖹᆒで 21であるࡇとら、髄ら 50mm

の⠊ᅖに断面୰ᚰが含まれるよ࠺に᥇材ࡉれた製

材は断面✚に༨める未成熟材のྜが大ࡁく、Efr

が低い値を♧したࡶのと⪃࠼られる。たࡔし、210

では髄ら 50mm ༊間の Efrと㞄᥋ࡍる 50～100mm

༊間の Efrとのᕪ（S�0.05）が ࡸ204 206（いࡎれ

ࡶ S�0.01）大ࡁくなった。210の材ᖜにな

ると、材⦕㒊に成熟材を含むྜがቑ࠼るためと

ἲによࡾ含Ỉ⋡をồめた。曲げ試験におࡅる

曲げヤング係数および曲げ強度は、ASTM D1990に
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は、曲げ試験体長ࡉの⠊ᅖのࡳをᑐ㇟にホ౯した

┠ど➼⣭で♧し࡚いる。┠ど➼⣭ࡈとの曲げ強度

のᖹᆒ値は、204 では➼⣭がୖ高く、下

に向࠺にࡘれ࡚低い傾向であࡾ、➼⣭と曲げ強

度はよくᑐᛂし࡚いた。206 および 210 では≉⣭

のᖹᆒ値は᭱ࡶ高いが、206の㸰⣭௨下、210の㸯

⣭௨下はࡌྠࡰであった。５％下限値は、ྛ┠

ど➼⣭の強度値ࢹータをṇつศᕸと௬ᐃし、ಙ㢗

Ỉ‽ 75％におࡅる 95％下ഃチᐜ限⏺値とし࡚ồ

めた値である。ࢧンࣝࣉ数㊊となる 206の㸯⣭、

210 の≉⣭および㸯⣭を㝖５％、ࡁ下限値はᅜᅵ

㏻┬がスギᯟ⤌材の┠ど➼⣭にᛂ࡚ࡌᐃめるᇶ

‽強度（ᖹ成 12ᖺᘓタ┬࿌♧第 1452ྕ）を‶㊊

る結果であった。206ࡍ の㸯⣭でⴭしく強度が低

材であࡕい࡚は、ᚰᣢࡘ17.3N/mm2�ಶ体に�った

のࡶࡘ曲げᘬᙇഃ材⦕㒊に」数のὶれ⠇をᣢ、ࡾ

であった。ྛᑍἲᆺᘧにおࡅる┠ど➼⣭ูの曲げ

ヤング係数のศᕸをᅗ㸫㸴に♧206。ࡍ の㸯⣭௨

እは、曲げヤング係数のᖹᆒ値はᇶ‽ᙎᛶ係数

（（୍♫）日本ࢶー࢛ࣇࣂーᘓ⠏༠会 2018）を

‶㊊した。なお、206 の㸯⣭で曲げヤング係数が

ⴭしく低い値（4.6kN/mm2）を♧ࡍಶ体は、ୖグの

ⴭしく曲げ強度が低ったࡶのとྠ୍ಶ体であっ

た。 

ᅗ㸫㸵に♧ࡍよ࠺に、ྛᑍἲᆺᘧの４ｍ材Ⅼ

の Efr と曲げ強度の関係はṇの相関関係が認めら

れ た （ 204: R2=0.357 、 206: R2=0.423 、 210: 

R2=0.426）。よっ࡚、㠀◚ቯ試験によࡾᚓられる

Efrは、曲げ強度をண ࡍる㝿に᭷ຠなᣦᶆになる

と⪃࠼られる。ඛ㏙の 206の㸯⣭に᱁ࡉࡅれな

がら曲げ強度がⴭしく低ったಶ体は、Efrで᭱ࡶ

強度ᛶ、ࡾ低い値（4.5kN/mm2）とし࡚⌧れ࡚おࡶ

⬟をᢸಖࡍるためには┠ど➼⣭にຍ࡚࠼ Efr を⤌

らに、ᅗࡉ。られる࠼⪄とが᭷ຠとࡇるࡏࢃྜࡳ

㸫４に♧したよ࠺に、丸太の髄ら 50mmの⠊ᅖで

は Efrが低い傾向があるࡇとら、ࡇの㒊ศ௨እ

ら᥇材ࡍるࡇとで、曲げ強度ᛶ⬟のඃれたࢶーࣂ

 。られる࠼⪄いとࡍࡸー材がᚓ࢛ࣇ

本試験の木ྲྀࡾでは、204 および 206 の木┠は

ᚰᣢࡕ、ᯈ┠、㏣いᰟのいࡎれとなる。210 に

᥇材したたࡳらの材ࢥい࡚は、୰ኸ㒊のタࡘ

め、ᚰᣢࡕおよびᯈ┠のいࡎれとなる。そࡇで、

木┠の✀㢮とຍຊ᪉向の関係ら、ᚰᣢࡕຍຊ、

ᰟ┠ຍຊ（ᯈ┠の⊃い面のຍຊ）、㏣いᰟ木表ຍ

ຊ、㏣いᰟ木ຍຊの４㏻ࡾにศ㢮し、それぞれ

の曲げ強度をẚ㍑した。ᅗ㸫㸶に♧ࡍよ࠺に 204

および 206では、曲げ強度のᖹᆒ値は㏣いᰟ木

ຍຊが᭱ࡶ高く、ᚰᣢࡕຍຊが᭱ࡶ低った。曲

げ◚ቯはከくのሙྜ、ຍຊ面のᑐഃとなるᘬᙇ

ഃで㉳ࡇるため、㏣いᰟ木ຍຊでは、強度ᛶ⬟

がඃれる成熟材がᘬᙇഃに⨨ࡍるࡇとが᭷に

ാいたと⪃࠼られる。୍᪉、204 ࡸ 206 のᚰᣢࡕ

では、その断面におい࡚髄近の未成熟材が༨め

るྜが大ࡁく、また⠇が材⦕㒊にὶれ⠇とし࡚

⌧れࡍࡸい㡿ᇦであるࡇとら、強度低下をᣍࡁ

られる。210࠼⪄ったとࡍࡸ では、ᚰᣢࡕຍຊ

とᰟ┠ຍຊにᕪがなった。ࡇれは、210 はᖜᗈ

であるため、ᚰᣢࡕであっ࡚ࡶ材⦕㒊は成熟材を

含ࡳ、また⠇のᑡない㡿ᇦにあたるྍ⬟ᛶが高く、

曲げ強度の低下が㉳ࡾࡇにくったࡇとがせᅉと

ᶓᯫ材としとは、ᗋ᰿太なࡇのࡇ。られる࠼⪄

࡚の⏝がᐃࡉれ、曲げ強度ᛶ⬟が㔜どࡉれる

ሙྜがከい 210では᭷な≉㉁と⪃࠼られる。 

ྛᑍἲᆺᘧにおࡅる◚ቯᙧែは、204 では曲げ

断ࢇࡏ、80.7％ 1.1％、曲げとࢇࡏ断の」ྜ16.0％、

圧縮 2.2％、206 では曲げ 70.0％、曲げとࢇࡏ断

の」ྜ 21.4％、圧縮 8.6％、210では曲げ 67.�％、

曲げとࢇࡏ断の」ྜ 32.1％であった。 

㸲㸬⦪ᅽ⦰強度 

ྛᑍἲᆺᘧにおࡅる縦圧縮強度ศᕸをᅗ㸫㸷に

⮬は▷いため、試験体ࡉ縦圧縮試験体の長。ࡍ♧

体の┠ど➼⣭ホ౯がᅔ㞴であるࡇとら、ࡇࡇで

は┠ど➼⣭による༊ูは⾜っ࡚いない。ྛᑍἲᆺ

ᘧの強度値ࢹータをṇつศᕸと௬ᐃし、ಙ㢗Ỉ‽

75％におࡅる 95％下ഃチᐜ限⏺値とし࡚ồめた

５％下限値は、スギᯟ⤌ࡳ材の≉⣭にᑐし࡚ᐃめ

られた縦圧縮のᇶ‽強度を࡚‶㊊ࡍる結果で

あった。 

ᅗ㸫10に♧ࡍよ࠺に、ྛ ᑍἲᆺᘧの４ｍ材Ⅼ

の Efr と縦圧縮強度との間にはṇの相関関係が認

められた（204: R2=0.622、206: R2=0.567、210: 

R2=0.551）。曲げ試験結果とྠᵝに、㠀◚ቯ試験に

よࡾᚓられる Efrは、縦圧縮強度をண ࡍる㝿に᭷

ຠなᣦᶆになると⪃࠼られる。また、ᅗ㸫４に♧

したよ࠺に、丸太の髄ら 50mm までの⠊ᅖでは

Efrが低い傾向があるࡇとら、ࡇの㒊ศ௨እら

᥇材ࡍるࡇとで、縦圧縮強度ᛶ⬟のඃれたࢶーࣂ

㸱㸬᭤ࡆ強度 

ྛᑍἲᆺᘧにおࡅる┠ど➼⣭ูの曲げ強度ศᕸ

をᅗ㸫５に♧ࡍ。なお、204 および 206 にࡘい࡚

－3－



ᘬ用ᩥ⊩ 

ASTM D1990: Standard practice for establishing 

は㏣いᰟがᚰᣢࡕよࡸࡸࡾ高く（p<0.05）、ᯈ┠は

の木┠とᕪがなった。㏣いᰟは木ྲྀࡾの関係

、れるためࡉら᥇材⨨ら㞳れたらẚ㍑ⓗ髄

成熟材をከく含むࡇとら強度が高く、ᚰᣢࡕは

未成熟材をከく含むࡇとら強度が低い傾向が⌧

れたと⪃࠼られる。୍᪉、210 ではᯈ┠とᚰᣢࡕ

の᭷ពᕪはなった。210 ではᚰᣢࡕでࡶ材⦕㒊

が成熟材を含むྍ⬟ᛶが高いため、強度低下が⦆

ࡉれたと⪃࠼られる。204 および 206 は㍈ຊが

せồࡉれるた࡚ᯟ材とし࡚の⏝がᐃࡉれるた

め、縦圧縮強度が低下ࡍる傾向のあるᚰᣢࡕを㑊

┠௨እのᯈࡕられる。ᚰᣢ࠼⪄る᥇材が᭷とࡅ

と㏣いᰟにࡘい࡚は、୧⪅の間で縦圧縮強度に᭷

ពᕪがなく、またඛ㏙のとおࡾ┠ど➼⣭のฟ⌧㢖

度ศᕸྠࡰࡶᵝであったࡇとら、た࡚ᯟ材と

し࡚ ࡸ204 206を⏕産・⏝ࡍるୖでは、ᯈ┠と

㏣いᰟの㐪いに大ࡁなᙳ㡪はないと⪃࠼られる。 

බ┈㈈ᅋἲே 日本ఫᏯ・木材ᢏ⾡ࢭンター（2011） 

ᵓ㐀⏝木材の強度試験ࣝࣗࢽ࣐ 

 49ᖺ㸵᭶㸶日㎰ᯘ┬࿌♧第 600ྕ ᯟ⤌ቨᕤ

ἲᵓ㐀⏝製材ཬびᯟ⤌ቨᕤἲᵓ㐀⏝た࡚⥅ࡂ材

の日本㎰ᯘつ᱁（ᖹ成 27ᖺ㸱᭶㸷日ᨵṇ、᭱ ⤊

ᨵṇ ௧㸰ᖺ㸴᭶㸯日） 

allowable properties for visually-graded 

dimension lumber from in-grade tests of 

full-size specimens(2013) 

（2018）2018 ᖺᯟ⤌ቨᕤἲᘓ⠏≀ᵓ㐀ィ⟬ᣦ

㔪：140

 値 ࠹

 ⾲̿㸯 ౪ヨኴのᴫせ 

 ⾲̿㸰 強度ヨ㦂యのᴫせ 

204 

ᅗ̿㸯 ᇶᮏᮌྲྀࡾᅗ 

206 210 

ۢ ຌ਼ ܚ 
（cm） ೧ྡྷ਼

石田洋二・松元 浩・小倉光貴（2021）県産スギ大

径材ら᥇材したᯟ⤌ቨᕤἲᵓ㐀⏝製材のရ㉁

ㄪᰝ：石川県ᯘᴗ試験ሙ◊✲ሗ࿌ No.52：15-18 

అ㇂㈼⨾（1985）木材の⛉学・㸰 木材の≀⌮：

152-153

ᖹ成 12 ᖺᘓタ┬࿌♧第 1452 ྕ 木材のᇶ‽強度

Fc、Ft、Fbཬび Fsをᐃめる௳（ᖹ成 27ᖺ㸴᭶ 30

日ᨵṇ） 

୍⯡♫ᅋἲே 日本ࢶー࢛ࣇࣂーᘓ⠏༠会⦅

ଢື度؛
೧ྡྷ਼

ൔ100ܚmm ଢEfr؛

（kg/m3）
値࠹ 47.9

（kN/mm2）
87 34 871 11.2

平均値 39.3 56 64821 8.1
ঘ値࠹ 30.7 33 10 477 6.6

รಊ਼ܐ（％） 10.9 26.2 32.2 15.1 13.1

 36

਼ܐଢॐ৾ಊ๑ͶΓΖϢϱή؛：ଢEfr؛ 

ຌ਼ ۢ ື度（Ng/m3）
値࠹ 555

frE （NN/mm2）
13.1

平均値 396 9.5
ঘ値࠹ 295 5.6

รಊ਼ܐ（％） 10.8 16.3
420 12.4

平均値 369 8.5
ঘ値࠹ 305 4.5

รಊ਼ܐ（％） 7.2 21.2
値࠹ 505 12.1
平均値 402 9.0
ঘ値࠹ 307 6.4

รಊ਼ܐ（％） 11.6 14.8

 206 70 70 70

210 77 28 51

ࣞܗ
 ๑ ͝ۄ

ର਼ݩࢾ
（ࡒࡀରݩࢾ強度）ࡒ̾̒ ॐѻक़

204

ର਼ݩࢾ

277 275 119

 Efr：̒̾ࡒॐ৾ಊ๑ͶΓΖϢϱή਼ܐ
：204͕Γ;210Ҳ෨ɼ206સ෨ݩࢾ͝ۄରͳॐѻक़ݩࢾରͺɼಋҲ͖̒̾ࡒ

Δ॑͢ͱͪ͢ࡒࡀɽ

 。られる࠼⪄いとࡍࡸー材がᚓ࢛ࣇ

試験体の木┠の✀㢮ูの縦圧縮強度をᅗ㸫11

に♧204。ࡍ および 206 にࡘい࡚は、縦圧縮強度

－4－
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 ᬮከ㞷ᆅᖏࡿࡅ࠾スギᯘのᶞෙ㏻㐣㝆Ỉ㔞のホ౯ 

⸨ཎ洋୍㸨・川田⛅㞞㸨㸨・ᖹ田ᬛ㐨㸨㸨㸨・高℩ᜨḟ㸨

㸨石川県❧大学⏕≀㈨※⎔ቃ学㒊 㸨㸨᳃ᯘ◊✲・ᩚഛᶵᵓ᳃ᯘᩚഛࢭンター

㸨㸨ᅵ木◊✲ᡤᐮᆅᅵ木◊✲ᡤ

せ᪨㸸ᶞෙ㐽断とは㝆Ỉの୍㒊がᶞෙに㐽られ、ᆅ表に฿㐩ࡎࡏに発ࡍる⌧㇟であࡇ、ࡾのᶞෙ㐽断は

㞵では㝆㞵㔞の⣙ 20�～30�、㞷では㞵の数�～10�大ࡁいとゝࢃれ࡚いる。本◊✲では、 ᬮከ㞷ᆅ

ᖏである石川県ⓑᒣᕷをᑐ㇟とし࡚、スギᯘのᶞෙ㏻㐣㝆Ỉ㔞のィ を⾜࠺ととࡶにの◊✲ࡾྲྀࡶ

まとめるࡇとで、㞷のᶞෙ㐽断にࡘい࡚ᐃ㔞ⓗにホ౯ࡍるࡇとを試ࡳた。その結果、2018 ᖺ度ᮇのᶞෙ

㏻㐣⋡は 78.1�、2019ᖺ度ᮇのᶞෙ㏻㐣⋡は 76.2%、2020ᖺ度ᮇのᶞෙ㏻㐣⋡は 84.0�であった。それ

ぞれのᮇෆにおࡅるᶞෙ㏻㐣⋡は、᪂㞷ᮇ、ཝᮇ、ṧ㞷ᮇといったᮇによる㐪いは見られࡎ、㝆Ỉ

㔞との関係の᪉が᫂░であった。ࡉらに、㈓␃ᘧ㞵㞷㔞ィを⏝いたᶞෙ㏻㐣⋡のほ 結果と㛤✵度との関

係をㄪたとࢁࡇ、ᑐ数曲⥺によっ࡚近ఝでࡁるࡇとがศった。

㸸ᶞෙ㐽断、 ᬮከ㞷ᆅᖏ、スギேᕤᯘ、㛤✵度、✚㞷・⼥㞷ࢻ࣮࣮࣡࢟

㸦a㸧ᯘᴗヨ㦂ሙの⨨

㸦b㸧ᯘෆᯘእのࢺࢵࣟࣉ

ᅗ㸫㸯 ◊✲ᑐ㇟ᆅの⨨࣭ᴫせ

Ϩ ࡵࡌࡣ

ᶞෙ㐽断とは㝆Ỉの୍㒊がᶞෙに㐽られ、ᆅ表

に฿㐩ࡎࡏに発ࡍる⌧㇟のࡇとである。ࡇのᶞ

ෙ㐽断は㞵では୍⯡に㝆㞵㔞の⣙ 20%～30%で

あࡾ、㞷では㞵の数�～10%大ࡁいとሗ࿌ࡉれ

࡚いる。ࡇのため、ࡇの㐽断㔞をṇ☜にᢕᥱࡍる

とは、᳃ᯘのỈ※ᾰ㣴ᶵ⬟のホ౯にᴟめ࡚㔜せࡇ

である。しし、㝆㞷のᶞෙ㐽断の◊✲は、

㝆㞵のᶞෙ㐽断に関ࡍる◊✲よࡾᑡなく、ᐃ

㔞ⓗなホ౯をࡍるに⮳っ࡚いない。そࡇで、本◊

✲では石川県ⓑᒣᕷのスギᯘにおࡅるᮇのᶞෙ

㏻㐣㝆Ỉ㔞をほ し、㞵と㞷のᶞෙ㏻㐣㔞のẚ㍑

を⾜ࡇ࠺とで㝆㞷㐽断の≉ᛶをㄪるととࡶに、

の◊✲ࡾྲྀࡶまとめるࡇとで、㞷のᶞෙ㐽

断にࡘい࡚ᐃ㔞ⓗにホ౯ࡍるࡇとを試ࡳた。 

ϩ ◊✲᪉法

㸯 ◊✲ᑐ㇟ᆅのᴫせ 

本◊✲のᑐ㇟ᆅは、石川県㎰ᯘ⥲ྜ◊✲ࢭンター

ᯘᴗ試験ሙとした（ᅗ㸫㸯（a））。本試験ᆅをᑐ

㇟とした◊✲は、)XMLKDUD HW DO.（2017）、ᖹ田

ら（2021）、Hirata et al.（2021）、高℩ら（2016）

なにࡶ発表し࡚いる。ᩜᆅෆにᯘෆとᯘእのほ

をそれぞれࢺࢵࣟࣉ  1 た（ᅗ㸫㸯ࡅタࡘࡎᡤ࢝

（E））。そし࡚、ᯘෆの᳜⏕≧ែをㄪるためにẖ

木ㄪᰝをᐇした。ㄪᰝ༊の大ࡉࡁは、ᯘෆのほ

 ᶵがタ⨨し࡚あるᆅⅬを୰ᚰに 20m×20m の༊

⏬とした。ㄪᰝ㡯┠は、ᶞ㱋、ᶞෙ㛤✵度、❧木

本数ᐦ度、ᖹᆒ⬚高┤径、⬚高断面✚ྜィ、ᖹᆒ
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ᶞ高、㔞ẚ数である（表㸫㸯）。ᶞෙ㛤✵度は、

ᙳした᳃ᯘᶞෙのኳ┿に༨める✵㝽㒊ศの

ྜを♧したᣦᶆである。᳃ᯘᶞෙのኳ┿は、

㨶║ࣞンࢬ（Nikon FC-E8）をྲྀࡾࡅたࢪࢹタࣝ

、ᙳした。そし࡚ࡾによ（N,.ON E990）࣓ࣛ࢝

㛤✵度の᥎ᐃにはᅜ❧⎔ቃ◊✲ᡤ・➉୰᫂ኵẶが

作成したࣜࣇーゎᯒࢺࣇࢯ CanopOn2 を⏝いた。ま

た、✚㞷にᙳ㡪をཬࡍࡰ⠊ᅖのࡳをᢳฟࡍるため

に、㔝口・すᅬ（2010）をཧ⪃にኳ㡬ゅ 20 度の⠊

ᅖの㛤✵度をồめた。㔞ẚ数は、᳃ᯘἲ⾜つ

๎（㎰ᯘỈ産┬௧）の୰で間ఆ材✚のᇶ‽とし࡚

᥇⏝ࡉれ࡚いるᯘศᐦ度のᑻ度である。本◊✲で

は、 ᐃしたᯘෆのᖹᆒᶞ高と❧木本数ᐦ度ら、

᳃ᯘ⥲ྜ◊✲ᡤࠕ Ry ィ⟬ࣟࣉグ࣒ࣛࠖを⏝し、

㔞ẚ数を⟬ฟした。 

㸰 ᶞෙ㏻㐣㝆Ỉ㔞のほ  

ᶞෙ㐽断㔞のほ には、✚㞷῝を ᐃࡍる᪉ἲ、

スࣀーࢧンࣛࣉーによっ࡚✚㞷試ᩱを᥇ྲྀし✚㞷

Ỉ㔞をィ ࡍる᪉ἲながある。また、⼥㞷のᙳ

㡪をཷࡎࡅ、✚㞷の⛣動のᙳ㡪ࡶ小ࡉいと⪃࠼ら

れるᶞෙ㏻㐣㝆Ỉ㔞の ᐃ᪉ἲとし࡚、㈓␃ᘧ㞵

㞷㔞ィによるィ が௦表とし࡚ᣲげられる。本

◊✲では、㔜ປാであࡾ ᐃの間ศゎ⬟が ᐃ

間㝸に౫Ꮡࡍるといࢺࢵ࣓ࣜࢹ࠺はあるࡶのの、

Ᏻ౯ࡘከᆅⅬで ᐃࡍるࡇとがྍ⬟であるࡇと

によっ࡚、ᶞ（ࢶࢣࣂ大ᆺ）ら㈓␃ᘧ㞵㞷㔞ィ

ෙ㏻㐣㝆Ỉ㔞をィ した。2018 ᖺ度ᮇのほ は、

2018 ᖺ 11 ᭶ 27 日ら 2019 ᖺ 4 ᭶ 4 日までのィ

14 回、 2019 ᖺ度ᮇのほ は、2019 ᖺ 12 ᭶ 10

日ら 2020 ᖺ 3 ᭶ 20 日までのィ 8 回、2020 ᖺ度

ᮇのほ は、2020 ᖺ 12 ᭶ 11 日ら 2021 ᖺ 2

᭶ 26 日までのィ 7 回である。 

ᯘෆにෆ径 47 ㎝の 70L の大ᆺࢶࢣࣂを 7 ಶ、ᯘ

እにෆ径 47㎝の 90Lの大ᆺࢶࢣࣂを 3ಶタ⨨した

（ᅗ㸫㸰）。大ᆺࢶࢣࣂは㢼ࡸ㔝⏕動≀による㌿ಽ

を㜵ࡄため、木製のᮺをᡴࣂ、ࡕンࢻを⏝い࡚ᅛ

ᐃした。大ᆺࢶࢣࣂにはཌᡭのࢽࣅーࣝ⿄をྲྀࡾ

ࡾࡤྞ、ࡅを⏝い࡚ 10g ༢で㈓␃ࡉれた㞵

㞷の㔜㔞を ᐃした。ほ ࡉれた㝆Ỉは、Ỉのᐦ

度を 1g/cm3と௬ᐃし、㈓␃ᘧ㞵㞷㔞ィのཷỈ面✚

で㝖ࡍるࡇとによࡾỈ高値⟬を⾜った。ᯘෆで

ほ ࡉれた下㞵と㣕ᩓ㞵、┤㐩㞵をᶞෙ㏻㐣㝆

Ỉ㔞、ᯘእでほ ࡉれた㝆Ỉ㔞をᯘእ㝆Ỉ㔞とし、

ᯘእ㝆Ỉ㔞にᑐࡍるᶞෙ㏻㐣㝆Ỉ㔞のྜをᶞෙ

㏻㐣⋡とした。なお、ᶞ木のᖿをఏっ࡚ὶれるᶞ

ᖿὶ下におい࡚は㠀ᖖにᑡないྜであるため⪃

៖し࡚いない。 

Ϫ ⤖ᯝ⪃ᐹ

2018～2020 ᖺ度ᮇにおࡅるẼ㇟（ࢲ࣓スⓑ

ᒣἙෆ）のᴫせを表㸫㸰に♧ࡍ。ほ を⾜ったᮇ

間はẚ㍑ⓗ ᬮなᮇで、㞵と㞷のุู 度とし

࡚⏝いられる 2Υをᇶ‽とࡍると、᭶ᖹᆒẼ が

2Υを下回ったのは 2019 ᖺ 1 ᭶、2021 ᖺ 1 ᭶のࡳ

であった。2018 ᖺ度ᮇの᭶ᖹᆒẼ は 4.2Υ、

2019 ᖺ度ᮇの᭶ᖹᆒẼ は 5.5Υ、2020 ᖺ度

ᮇの᭶ᖹᆒẼ は 4.1Υであった。また、2018 ᖺ

度ᮇの㝆Ỉ㔞は 989.5mm、2019 ᖺ度ᮇの㝆Ỉ

㔞は �58.5mm、2020 ᖺ度ᮇの㝆Ỉ㔞は 1074mm

であった。 

2018 ᖺ度のᮇにおࡅるᯘእ㝆Ỉ㔞、ð ෙ㏻㐣

㝆Ỉ㔞、および、ð ෙ㏻㐣⋡をᅗ㸫㸱（a）に♧ࡍ。

2018 ᖺ度のᯘእの㈓␃ᘧ㞵㞷㔞ィによる⥲㝆Ỉ
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ᖺ᭶ 

ᖹᆒ 

Ẽ  

⾲㸫㸰 Ẽ㇟のᴫせ㸸ࢲ࣓スⓑᒣἙෆ 

Υ 

᭶㝆 

Ỉ㔞 

mm 

ᖹᆒ 

㢼㏿ 

m/s 

日↷ 

間 

h 

᭱῝ 

✚㞷 

cm 

 にࡘい࡚は大ᆺࢶࢣࣂを࢜ーࣂーࣟࣇーしたࡇ

とらḞ となっ࡚いる。 

い࡚ᐃ㔞ࡘらに、スギᯘのᮇᶞෙ㏻㐣⋡にࡉ

ⓗにホ౯ࡍるࡇとを┠ⓗとし࡚、スギᯘで㈓␃ᘧ

㞵㞷㔞ィを⏝い࡚㝆㞷㐽断のィ を⾜ったㄽᩥを

㞟した。㞟したㄽᩥは、㜿㒊ら（2016）、㔠Ꮚ

ら（2019）、ஂ ಖ田・ᒸ本（2015）、㔝口・すᅬ（2010）

4.9 2018/12 401.0 1.6 48.9 34  

2019/01 1.8 264.5 1.6 66.5 27  

2019/02 3.6 146.5 1.7 85.0 23  

6.6 2019/03 177.5 1.9 2 105.6 

5.7 2019/12 322.5 1.6 77.9 0 

4.9 2020/01 

㔞は 1266.5mm であった。⥲ᶞෙ㏻㐣㝆Ỉは

989.4mm であった。ᶞෙ㏻㐣⋡は 57.3～84.8%で

あった。ࡇれを見るとᶞෙ㏻㐣⋡にᏘ⠇ⓗ（᪂㞷

ᮇ、ཝᮇ、ṧ㞷ᮇな）なኚは見られࡎ、㏻

㐣⋡は㝆Ỉ㔞 80mm までは㝆Ỉ㔞とඹにୖ᪼ࡍる

が、80mm ௨ୖの㏻㐣⋡は⣙ 80%で୍ࡰᐃとなっ

࡚いるࡇとがศる。 

2019 ᖺ度のᮇにおࡅるᯘእ㝆Ỉ㔞、ð ෙ㏻㐣

㝆Ỉ㔞、および、ð ෙ㏻㐣⋡をᅗ㸫㸱（b）に♧ࡍ。

2019 ᖺ度のᯘእの㈓␃ᘧ㞵㞷㔞ィによる⥲㝆Ỉ

㔞は 1056.3mm であった。⥲ᶞෙ㏻㐣㝆Ỉは

805.0mm であった。ᶞෙ㏻㐣⋡は 70.0～81.2%で

あった。2018 ᖺ度とྠࡌくᶞෙ㏻㐣⋡にᏘ⠇ⓗな

ኚは見られなった。また、2018 ᖺ度のよ࠺な

ᑡ㔞のほ ᮇ間が↓ったࡇとら㺂 ㏻㐣⋡は⣙

75%๓ᚋの値となっ࡚いる。 

2020 ᖺ度のᮇにおࡅるᯘእ㝆Ỉ㔞、ð ෙ㏻㐣

㝆Ỉ㔞、および、ð ෙ㏻㐣⋡をᅗ㸫㸱（c）に♧ࡍ。

2020 ᖺ度のᯘእの㈓␃ᘧ㞵㞷㔞ィによる⥲㝆Ỉ

㔞は 969.8mmであった。⥲ᶞෙ㏻㐣㝆Ỉは 814.9mm

であった。ᶞෙ㏻㐣⋡は 73.2～�0.2�であった。

2018 ᖺ度、2019 ᖺ度とྠࡌく、ð ෙ㏻㐣⋡にᏘ⠇

ⓗなኚは見られなった。また、㏻㐣⋡は⣙ 80%

で୍ᐃとなっ࡚いる。なお、2020 ᖺ度にࡘい࡚は

ほ ンターࣝࣂの関係らᯘእ㝆Ỉ㔞・㏻㐣㝆

Ỉ㔞がのᖺよࡾከくなったࡇとら、y ㍈のス

ーࣝが␗なっ࡚いる。また、1ࢣ ᭶ 21 日らのほ

287.5 1.8 56.0 0 

4.1 2020/02 171.5 1.9 81.8 21  

7.3 2020/03 177.0 2.1 136.5 2 

2020/12 4.2 378.0 1.5 53.4 48  

1.2 2021/01 377.0 1.7 53.2 141  

2.9 2021/02 180.5 1.9 91.5 93  

2021/03 7.9 138.5 2.0 153.4 27  
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Y=26.3×log10（;）+44.3  （1） 

である。ࡇれらのㄽᩥら、ᶞෙ㏻㐣⋡と㛤✵度

のሗをᢳฟした。そし࡚、ᶞෙ㏻㐣⋡のほ 結

果と㛤✵度との関係をࢺࢵࣟࣉした（ᅗ㸫４）。ま

た、本◊✲の 3 ᖺ間におࡅるᶞෙ㏻㐣⋡ࢵࣟࣉࡶ

れを見ると、㔠Ꮚら（2019）がᣦࡇ。し࡚いるࢺ

し࡚いるよ࠺に、㛤✵度とᶞෙ㏻㐣⋡にṇの相

関があるࡇとがศる。ࡇれらのࢹータにᑐし࡚

近ఝ曲⥺をᙜ࡚はめたとࢁࡇ、ḟᘧのᑐ数曲⥺の

ᙜ࡚はまࡾがⰋった。 

IV ࡵࡲ 
 ᬮከ㞷ᆅᖏである石川県ⓑᒣᕷをᑐ㇟とし࡚、

に、;：㛤✵度（%）、Y：ᶞෙ㏻㐣⋡（%）であࡇࡇ

る。ࡇࡇでồめた近ఝᘧを⏝いるࡇとで、スギᯘ

のᮇᶞෙ㏻㐣⋡の᥎ᐃを⾜ࡇ࠺とがでࡁると⪃

し、本◊✲ではᮇ（᪂㞷ᮇ、ཝࡔられる。た࠼

ᮇ、ṧ㞷ᮇな）によるᶞෙ㐽断⋡のኚは᫂

☜ではなったが、Ẽ によっ࡚㝆㞷㐽断㔞が␗

なるࡇとࡶሗ࿌ࡉれ࡚おࡾ（㔠Ꮚら、2019）、᳃ᯘ

の 3 ḟ元ⓗなᶞෙᵓ㐀ࡶ⪃៖しࡉ、ࡘࡘらに㝆㞷

㐽断に関ࡍる◊✲の✚がᚲせであ࠺ࢁ。 

スギᯘのᶞෙ㏻㐣㝆Ỉ㔞のィ を 3 ᮇ⾜った。

2018 ᖺ度のᶞෙ㏻㐣⋡は 78.1%、2019 ᖺ度のᶞෙ

㏻㐣⋡は 76.2%、2020 ᖺ度のᶞෙ㏻㐣⋡は 84.0%

であった。それぞれのᮇෆにおࡅるᶞෙ㐽断⋡

は、Ꮨ⠇（᪂㞷ᮇ、ཝᮇ、ṧ㞷ᮇな）とのᑐ

ᛂ関係は見られࡎ、㝆Ỉ㔞との関係の᪉が᫂░で

あった。ࡉらに、㈓␃ᘧ㞵㞷㔞ィを⏝い࡚ᶞෙ㏻

㐣㝆Ỉ㔞をほ した᪤ のほ 結果をまとめたと

ᶞෙ㏻㐣⋡とᶞෙ㛤✵度との間にᙅいなが、ࢁࡇ

ら相関が認められ、ᑐ数曲⥺で近ఝでࡁるࡇとが

ศった。 

ᆅ᪉のከ㞷ᆅᖏにおࡅる 2013/2014ᖺᏘのⴠ

ⴥᗈⴥᶞᯘ、スギᯘの㝆㞷㐽断≉ᛶおよび⼥㞷

≉ᛶ、21(1)、pp.6-10 

 なお、本◊✲は、ᇶ┙◊✲ C（20K06301）ࠕ᳃ᯘ

⟶⌮による⼥㞷㐜ᘏᶵ⬟強は ᬮによる✚㞷

ῶᑡにᑐࡍる㐺ᛂ⟇となる㸽 、ࠖ石川県らのཷ

ク◊✲ࠕỈᅵಖᶵ⬟ㄪᰝ 、ࠖᩥ 㒊⛉学┬⤫ྜⓗẼ

ೃࣔࣝࢹ高度◊✲ࣟࣉグ࣒ࣛ㡿ᇦࢸー࣐ Dࠕ⤫

ྜⓗࢨࣁーࢻண ࠖのຓ成をཷࡅた。また、⌧ᆅ

ほ の㝿には、石川県の▮田㇏ࢇࡉ、小倉ࡉ

 。ࡍ༠ຊを㡬いた。グし࡚ឤㅰのពを表ࡈにࢇ

ᘬ用ᩥ⊩

㜿㒊ಇኵ・ஂಖ田ከవᏊ・㔝口ṇ二（2016）ᮾ
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ᖹ田ᬛ㐨・⸨ཎ洋୍・高℩ᜨḟ・୍ᜠⱥ二・長㔝

ᓧ：᳃ᯘෆእのᾘ㞷日のᕪのᆅᇦ≉ᛶ：࣓タ

ゎᯒによる᳨ウ（2021）Ỉᩥ・Ỉ㈨※学会ㄅ、

34(1)、pp.54-68 

Ogura, and K. Tanaka (2017) Influence of
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snow distributions in a forested catchment,
Journal of Hydrology, 546, pp.289-298

T. Hirata, Y. Fujihara, K. Takase, E. Ichion, S.
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（2019）間ఆをᐇしたスギᯘにおࡅるᮇ

ᶞෙ㏻㐣㝆Ỉ㔞のホ౯、Ỉᩥ・Ỉ㈨※学会ㄅ、

32(3)、pp.138-147 

ᯘとⴠⴥᗈⴥᶞᯘにおࡅるᶞෙ㏻㐣㝆Ỉ㔞のẚ

㍑、日本᳃ᯘ学会ㄅ、92(1)、pp.29-34 
高℩ᜨḟ・小倉・⸨ཎ洋୍・丸ᒣ㍜（2016）

ஂಖ田ከవᏊ・ᒸ本㝯（2015）：᳃ᯘ⥲ྜ◊✲ᡤ

ᮾᨭᡤᵓෆスギᯘにおࡅる㛤✵度と㝆㞷㐽断

⋡の関係、ᮾ᳃ᯘ⛉学会ㄅ、20(1)、pp.27-32 
㔝口ṇ二・すᅬ᭸ᗈ（2010）✚㞷ᮇのᖖ⥳㔪ⴥᶞ

0 10

✚㞷῝の⌧を┠ⓗとしたࣔࣝࢹのᵓ⠏と᳨ド、

Ỉᩥ・Ỉ㈨※学会ㄅ、29(2)、pp.107-115 
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M スࢆࢼࢸࣥࢥ࣮ࢱ用࠸たࢼࢸࣥࢥࢸⱑ⏕産のᐇド࡚࠸ࡘ

ᒣ㷂⨾ెͤ㸯・༓木 ᐜ

せ᪨：ࢸの✵୰ྲྀࡾ木は、6 ᭶ら 11 ᭶の⣙ 6 とࡇ࠺⾜᭶でⱑの⏕産がྍ⬟でᚲせなにฟⲴをࢣ

がでࡁる。㏻ᖖⱑのᙧ≧ẚは 33.8～73.4 で、回ᐇドしたࢥンࢼࢸⱑのᙧ≧ẚは 30.5～88.7 で、ⱑの

56.3％が 60 ௨下となࡾ、㏻ᖖⱑのつ᱁とẚ㍑し࡚ࡶရ㉁はኚࢃらないとゝ࠼る。また、M スターࢥン

とがࡇれ㏻┤な᰿になるࡉが㜵ṆࡁỈᖹ᪉向の᰿ᕳ、ࡶらᕳいたሙྜでーࣝのእഃࢽࣅの㈨材をࢼࢸ

☜認でࡁた。たࡔし、長ࡉ 10 ㎝の M スターࢥンࢼࢸとᇵ㣴ᅵにࣆࢶࢼࢥࢥーࢺをከく⏝したሙྜ、

ฟⲴにࢽࣅーࣝをእࡍとᇵ㣴ᅵが᰿らእれるㄢ㢟ࡶ☜認ࡉれ、ᚋ、᰿㖊のᐜ㔞ࢣࢦࢬ࣑ࡸをΰྜ

。れたࡉᇵ㣴ᅵ㈨材の㓄ྜ᪉ἲの᳨ウがᚲせと♧၀るなࡍ

Mࠊⱑࢼࢸࣥࢥࠊᮌⱑࡾ୰ྲྀ✵ࠊࣂࣄⓏ⬟ࠊࢸ㸸ࢻ࣮࣮࣡࢟ スࢼࢸࣥࢥ࣮ࢱ

（141 日間）

㸯）ㄪᰝᆅ㸯

ሙᡤ：石川県㬅⌔㒆⬟Ⓩ⏫ୖ⏫ᆅෆ ࢸᯘ

本数：㏻ᖖⱑ 33 本（ᇵ㣴ᅵ：Ỉⱏ⏝）

ⱑ 4ࢼࢸンࢥ 本

（ᇵ㣴ᅵ：ࣆࢶࢼࢥࢥーࢺ、Ỉⱏే⏝）

⏕⫱ᮇ間：௧ 2 ᖺ 6᭶ 16 日～11᭶ 3日

（148 日間） 

┿㸫㸯 ✵୰ྲྀࡾᮌ࡚࠸࠾Mスࢼࢸࣥࢥ࣮ࢱ

㸰）ㄪᰝᆅ㸰

ሙᡤ：石川県㍯ᓥᕷ୕⏫Ὢ⾨ᆅෆ ࢸᯘ

本数：ࢥンࢼࢸⱑ 12 本

（ᇵ㣴ᅵ：ࣆࢶࢼࢥࢥーࢺ、Ỉⱏే⏝）

⏕⫱ᮇ間：௧ 2 ᖺ 6᭶ 16 日～11᭶ 10 日

Ϩ ࡵࡌࡣ

ᑟධが㐍ࢇでいるࢥンࢼࢸⱑは、⫱成Ꮝのෆഃ

にࣜࡸࣈスࣜࢺࢵをタࡅるなによࡾỈᖹ᪉向の

᰿ᕳࡁを㜵Ṇࡍるととࡶに、ᐜჾのᗏ面を㛤ࡅる

るᐜჾによっࡁがでࡾとでᆶ┤᪉向に✵Ẽ᰿ษࡇ

࡚⫱成した、᰿㖊ࡁのⱑ（ᯘ㔝ᗇ、2018）と♧

ⱑࢼࢸンࢥつ᱁は、スギࢬࢧれ࡚いる。そのࡉ

でⱑ長 30 ㎝～50 ㎝ୖ、ᙧ≧ẚ（ⱑ長㸭᰿元径）

85（ሯཎ、2016）ࡸ、‶ 1 ᖺ⏕のスギࢥンࢼࢸ

ⱑのฟⲴつ᱁（ᬻᐃ値）はⱑ高 35 ㎝௨ୖ、ᙧ≧

ẚ 100 未‶（㟼ᒸ県㎰ᯘᢏ⾡◊✲ᡤ᳃ᯘ・ᯘᴗ◊

。であるࠎᵝンター、2018）なࢭ✲

石川県ዟ⬟Ⓩᆅᇦにおい࡚は、✵୰ྲྀࡾ木ἲに

よࢸࡾⱑ木が⏕産ࡉれおࡾ、௧㸰ᖺ度ࡶ⣙

7,000 本が県ෆእฟⲴࡉれ࡚いる。ࢸのࢥン

い࡚は、Mࡘⱑの⏕産にࢼࢸ スターࢥンࢼࢸを⏝

いた᪉ἲ（ụ田ら、2018）が⤂ࡉれ、スギࢥン

ຊが┬ࡸⱑとྠᵝに᳜᱂ྍ⬟なᮇのᣑ大ࢼࢸ

ᮇᚅࡉれ࡚いるとࢁࡇである。また、㈨※㔞の☜

ಖࡸ㐀ᯘᶞ✀とし࡚᳃ᯘᡤ᭷⪅らせᮃがある

ため、ࢥࢸンࢼࢸⱑ木の⏕産がồめられ࡚い

る。

ᚋ、ฟⲴつ᱁のタᐃࡸᐇ⏝ᛶの᳨ウを⾜࠺に

あたࡾ、ᚑ᮶ᡭἲによࡾ⫱成したࢸ✵୰ྲྀࡾ木

ⱑ（௨下、㏻ᖖⱑ）、M スターࢥンࢼࢸを⏝し

࡚✵୰ྲྀࡾ木したⱑ（௨下、ࢥンࢼࢸⱑ）の⫱成

ἲにࡘい࡚ㄪᰝしたので、ሗ࿌ࡍる。

ϩ ㄪᰝᆅのᴫせࡧࡼ࠾ㄪᰝ᪉法

㸯 ㄪᰝᆅのᴫせ 

 ᡭ法ࡃᕳのෆഃ࣮ࣝࢽࣅࢆ

㸦௨ୗࢼࢸࣥࢥࠊⱑ㸦ෆഃ㸧㸧

ͤ1 石川県ዟ⬟Ⓩ㎰ᯘ⥲ྜົᡤ᳃ᯘ㒊
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┿㸫㸰 ࢆ࣮ࣝࢽࣅᕳ࠸たୖから M ス࣮ࢱ

㸯 ㄪᰝ᪉法 

㸯）㏻ᖖⱑ

ᡭ法ࡿࡅࡘࡾ⦡ࢆࢼࢸࣥࢥ

㸦௨ୗࢼࢸࣥࢥࠊⱑ㸦እഃ㸧㸧

⤒験ᖺ数 ⣙ 20ᖺ

・⏕産⪅ A（⬟Ⓩ⏫ୖ⏫）

ⱑ木ᖺ間⏕産本数 ⣙ࢸ 4,000本

⤒験ᖺ数 ⣙ 30ᖺ

・⏕産⪅ B（㍯ᓥᕷୖᒣ⏫）

ⱑ木ᖺ間⏕産本数 ⣙ࢸ 3,500本

㏻ᖖのࢸの✵୰ྲྀࡾ木ἲ（石川県㎰ᯘỈ産㒊、

1��7）によࡾ、ⱑを⫱成した。ࡍなࡕࢃ、㸴᭶に

ᯞඛ 50 ㎝⛬度の⟠ᡤを⎔≧㞳しỈⱏでそい、

 。に࡚⿕そし、୧➃を⣣で⦡ったࢺーࢩーࣝࢽࣅ

11 ᭶にⱑを✭したᚋ、ⱑ長（長）、᰿元

径（⎔≧㞳のୖ）をィ し、ᙧ≧ẚ（ⱑ長㸭᰿

元径）を⟬ฟした。

 ฎ⌮ⱑ 33 本のࡕ࠺ 3 本にࡘい࡚、᭱ࡶ長い

᰿の長ࡉ、᰿の本数、᰿の⇱㔜㔞をィ した。

㸰）ࢥンࢼࢸⱑ

 ụ田ら（2018）の、M スターࢥンࢼࢸをࢽࣅー

ࣝのෆഃにᕳくᡭἲ（௨下、ࢥンࢼࢸⱑ（ෆഃ）、

┿㸫㸯）と、作ᴗᛶに㓄៖し࡚、ࢽࣅーࣝをᕳ

いたୖら M スターࢥンࢼࢸを⦡ࡅࡘࡾるᡭἲ

（௨下、ࢥンࢼࢸⱑ（እഃ）、┿㸫㸰）の、㸰

ฎ⌮を⾜った。

✭ᚋ、ⱑ長（長）、᰿元径（⎔≧㞳の

᰿の本数、᰿の⇱㔜、ࡉ長い᰿の長ࡶ᭱、（ୖ

㔞をィ し、ᙧ≧ẚ（ⱑ長㸭᰿元径）を⟬ฟした。

㸱）⪺ࡾྲྀࡁㄪᰝ

 ௨下の⏕産⪅にᑐし、✵୰ྲྀࡾ木ⱑの⏕産お

よびฟⲴのㄢ㢟にࡘい࡚、⫈ࡾྲྀࡁを⾜った。

Ϫ ⤖ᯝ⪃ᐹ

㸯 ᙧ≧ẚ

 ㏻ᖖⱑ、ࢥンࢼࢸⱑのⱑ長と᰿元径の関係を、

ᅗ㸫1 に♧ࡍ。

 ᙧ≧ẚは、㏻ᖖⱑが 33.8～73.4 でᙧ≧ẚ 60 ௨

ୖが 30.3％（10 本）、85 ௨ୖは ࢼࢸンࢥ、0％

ⱑが 30.5～88.7 で 60 ௨ୖは 43.7％（ 7 本）、

85 ௨ୖは 6.2％（1 本）であった。

 ㏻ᖖⱑでは、ⱑ長 40～60 ㎝、᰿元径 6～12 ੈ

に �1％（30 本）が含まれ、ရ㉁がᥞっ࡚いた。

のの、ⱑ長ࡶがあるࡁࡘらࡤⱑはࢼࢸンࢥ 40～

70 ㎝、᰿元径 6～12 ੈに、75％（12 本）が含ま

れ࡚いた。

ᅗ㸫� ⱑ㛗᰿ඖ径の㛵ಀ

㸰 ㏻ᖖⱑࢼࢸࣥࢥⱑのⓎ᰿≧ἣ

㏻ᖖⱑとࢥンࢼࢸⱑの、᰿の本数と⇱㔜㔞と

の関係を、ᅗ㸫㸰に♧ࡍ。

ⱑ（ෆഃ）の᰿の本数は、6～110ࢼࢸンࢥ 本で

ᖹᆒは 36.3 本、㔜㔞は 0.4～5.9g で、ᖹᆒは 2.4

㹥であった。ࢧンࣝࣉ 11 本のࡕ࠺ 3 本（27％）

では、100本⛬度発᰿し࡚いた（┿㸫㸱）。

ⱑ（እഃ）では、᰿の本数がࢼࢸンࢥ 7～13 本、

᰿の⇱㔜㔞は 0.62～3.62㹥であった（┿㸫

ⱑのᇶ‽であるỈᖹࢼࢸンࢥ、ࡶのሙྜࡇ。（４

᪉向の᰿ᕳࡁが㜵Ṇࡉれ࡚おࢥ、ࡾンࢼࢸ㈨材の

⁁にἢっ࡚᰿が成長し࡚いた。
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ᅗ㸫� ᰿のᮏᩘ⇱㔜㔞のẚ㍑

ᅗ㸫� ⱑ㛗㸦㛗㸧のẚ㍑

ᅗ㸫� ᭱ࡶ㛗࠸᰿の㛗ࡉのẚ㍑ 

ḟに、ⱑ長ཬび୍␒長い᰿の長ࡉの᭱大値、ᖹ

ᆒ値、᭱小値をᅗ㸫㸱、４に♧ࡍ。ⱑ長にࡘい࡚

は、ฎ⌮༊の間に᭷ពᕪは認められなった

（୍元㓄⨨ศᩓศᯒ、p>0.05）。

᰿の長ࡉにࡘい࡚は、ࢥンࢼࢸⱑでは、M ス

ターࢥンࢼࢸをࢽࣅーࣝのෆഃ、እഃにᕳいたሙ

ྜのࡕらࡶ、㏻ᖖⱑとẚ㍑し࡚、᭷ពに長く

なっ࡚いた（୍元㓄⨨ศᩓศᯒ、p<0.05、Tukey

のከ㔜ẚ㍑、S�0.05）。ࡇれは、回⏝した M

スターࢥンࢼࢸの㈨材は 10 ㎝であったが、㏻ᖖ

ⱑでは、⏕産⪅が⏕産の作ᴗᛶを⪃៖し᰿㖊の

大ࡉࡁを⣙ 6㎝⛬度とし࡚いるためと᥎ᐹࡉれる。

┿㸫㸱 ࢼࢸࣥࢥⱑ㸦ෆഃ㸧�� ᮏのࡕ࠺

᰿のᮏᩘࡶ᭱ࡀከかࡗた㸦��0ᮏ㸧 

ࣝࣉࣥࢧ
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┿㸫㸲 ࢼࢸࣥࢥⱑ㸦እഃ㸧5 ᮏのࠊࡕ࠺ 

᰿の⇱㔜㔞ࡶ᭱ࡀ㔜かࡗた㸦����J㸧 

ࣝࣉࣥࢧ

㸱 ⪺ࡾྲྀࡁㄪᰝ

㸺⏕産のㄢ㢟㸼

⦡る作ᴗは୍ேではᅔ㞴で、間をせした（A

Ặ）。

しになった（BẶ）。

・スギࢥンࢼࢸⱑのよ࠺にࢥンࢼࢸらእし࡚ฟ

Ⲵࡍるࡇとࡶᐃࡉれるが、ࢽࣅーࣝをእࡍと

ฟࡁ᰿がむ࡚ࡕとⴠࣛࣃࣛࣃがࢺーࣆࢶࢼࢥࢥ

・㏻ᖖⱑでは᰿㖊の大ࡉࡁはỈⱏを∦ᡭで㍍くᥱ

るࢬࢧ（⣙ 6 ㎝）とし࡚いる。M スターࢥン

ࡉ㈨材は長ࢼࢸ 10 ㎝で大ࡁく、ࢽࣅーࣝ⣣で

㸺ฟⲴのㄢ㢟㸼

に㈨材を回でࡁない（BẶ）。

・M スターࢥンࢼࢸ㈨材は㯮Ⰽなのでࢽࣅーࣝの

ෆഃにᕳいたሙྜ、発᰿≧ἣをእ㒊ら┠どで

。ない（AẶ）ࡁない。ⱑのရ㉁☜認がでࡁ

・㏻ᖖⱑは᰿の⇱とയがࡘくのを㜵Ṇࡍるため

ーࣝをᕳいたままฟⲴし࡚いるが、Mࢽࣅ ス

ターࢥンࢼࢸをࢽࣅーࣝのෆഃにまくとฟⲴ

㸲 㐺せ

⦼い࡚は、長ᖺᐇࡘⱑのつ᱁にࢼࢸンࢥのࢸ

がある㏻ᖖⱑのつ᱁とྠ➼のⱑ長 50 ㎝๓ᚋ、ᙧ

≧ẚ 85 ௨下が㐺ᙜと⪃࠼られる。

M スターࢥンࢼࢸをࢽࣅーࣝのእഃにᕳいたሙ

ྜでࡶ、㏻┤な᰿の発⫱が☜認ࡉれた、ᙧ≧

ẚ、᰿の長ࡉとࡶに、M スターࢥンࢼࢸをෆഃに

ᕳいたሙྜとྠ➼のရ㉁となった。ࡇのため、ฟ

Ⲵに発᰿≧ἣを┠どで☜認でࡁるࡇと、㈨材の

回ྍࡶ⬟であるࡇとら、M スターࢥンࢼࢸを

。れたࡉーࣝのእഃにᕳく᪉ἲが㐺ᙜと♧၀ࢽࣅ

㏻ᖖⱑでは᰿がỈⱏをᕳࡁ㎸ࢇで発᰿し࡚いる

ためࢽࣅーࣝをእし࡚ࡶỈⱏがⴠࡕるࡇとはない

が、ࢥンࢼࢸⱑではࢽࣅーࣝとࢥンࢼࢸ㈨材をእ

、れはࡇ。れたࡉとが☜認ࡇとᇵ㣴ᅵがእれるࡍ

10 ㎝の長ࡉの᰿㖊を༑ศ‶たࡍ᰿が⏕⫱ࡍるに

は᱂ᇵᮇ間（⣙５～㸴ࢣ᭶）が▷ったと᥎ᐹࡉ

れる。そのため、ᙜ面は㏻ᖖⱑとྠᵝにࢽࣅーࣝ

をᕳいたままฟⲴࡍるࡇとがᮃましいと⪃࠼られ

る。ᚋ、ᇵ㣴ᅵに⏝ࡍるࣆࢶࢼࢥࢥーࢺとỈ

ⱏのΰྜྜࡸ、㐺ษなࢥンࢼࢸ㈨材の長ࡉを᫂

らにし࡚いくᚲせがある。

 本ㄪᰝのᐇ⾜にᙜたࡾ、⚟ụᘅẶ、⬟Ⓩ᳃ᯘ

⤌ྜ⬟Ⓩᨭᡤ⫋ဨの᪉ࠎにࡈ༠ຊをいたࡔいた。

。ࡍឤㅰ⏦しୖげま࡚ࡾのሙをࡇ

ᘬ用ᩥ⊩

石川県㎰ᯘỈ産㒊（1997）⬟Ⓩのࢸ：pp22 
ụ田୕・༓木 ᐜ（2018）㹋スターࢥンࢼࢸを

⏝いたࢸ✵୰ྲྀࡾ木ⱑの⏕産㸬石川県㎰ᯘỈ産

◊✲成果㞟ሗ 20：36

ᯘ㔝ᗇ（2018）ࢥンࢼࢸⱑᇶ♏▱㆑：SS14

ሯཎ㞞⨾（2016）ࢥンࢼࢸⱑと⫱ⱑ試験にࡘい࡚

ᯘᴗにいがた 2016.3

㟼ᒸ県㎰ᯘᢏ⾡◊✲ᡤ᳃ᯘ・ᯘᴗ◊✲ࢭンター

：～⦼ⱑ～その≉ᚩと᳜᱂成ࢼࢸンࢥ（2018）

SS19
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ኳ↛⏕ࢶ࣐ࣟࢡⱝ㱋ᮌの࢘ࣗࢳࣥࢭࢨࣀࢶ࣐の᥋✀࠸ࡘ  ࡚

༓木 ᐜ

のୖ木がᯤᦆし、下木の成長がⰋࢶ࣐ࣟࢡ

くなっ࡚ら数ᖺ⤒㐣したⱝ㱋ᯘศにおい࡚、

௵ពのಶ体 212 本に᥋✀をᐇ

㸱 ࢘ࣗࢳࣥࢭࢨࣀࢶ࣐᥋✀法㸦┿㸫㸰㸧 

᥋✀⥺：ࣞࢯーࢺ Ka-4 を⁛⳦␃Ỉ

100ȣlあたࡾ 30,000 㢌にㄪᩚ 

㸲 ᥋✀ᮇ

᥋✀ἲ：ᯞにࣇࢼでὸいษ㎸ࡳをධれ、

ୖグㄪᩚᾮ 100ȣl をしࡳ㎸まࡏた

⬺⬡⥥をᤄධ（⓶᥋✀ἲ）

 2017 ᖺに㸯ᖺ┠の᥋✀を⾜い、௨㝆ẖᖺ㸵

᭶୰～下᪪に、⏕ṧಶ体にィ５回᥋✀をᐇ

䊢 ヨ㦂⤖ᯝ

㸯 㸯ᅇ┠の᥋✀

㸰 ࢘ࣗࢳࣥࢭࢨ᥋✀ᮌの≧ἣ

᥋✀本数 212 本のࡕ࠺ 28 本が⏕Ꮡし、⏕Ꮡ

ྜは13.2％であった㸦⾲㸫㸯㸧。10 本を

㉸࠼る高ᐦ度で᭦᪂し࡚いるので、ಶ体に᥋

✀したとࡍると 1 本を㉸࠼る本数がṧる。

䊠 ࡵࡌࡣ

石川県は、日本ᾏに面ࡍる 581 の長いᾏᓊ

⥺を᭷し࡚おࡾ、なでࡶຍ㈡ᕷらᚿ㈡⏫にま

でのᾏᓊにはᘏ長 148km の◁ୣᆅがある。ᾏᓊ

ᯘとし࡚ࢶ࣐ࣟࢡが᳜࠼られ࡚いるが、ࢶ࣐材⥺

の⿕ᐖが見られる。ࢶ࣐ࣟࢡᯘは、強㢼ࡸ㣕

らఫẸのⰋዲな⏕ά⎔ቃをᏲるୖで、㔜せな◁

ᙺを果たし࡚いるととࡶに、㇏な㔛ᒣ㔛ᾏの

ᬒほをᙧ成し࡚いる。とࢁࡇが、◁ୣᆅの㣕◁㜵

ഛに㐺した高木ᶞ✀は、ࢶ࣐ࣟࢡ௨እに↓く⏕

がᮃまれる。

୍᪉、ຍ㈡ᾏᓊᅜ᭷ᯘの୍㒊のࢶ࣐ᯤれ⿕ᐖᆅ

では、1Ka ᙜたࡾ 10 本を㉺࠼る高ᐦ度にኳ↛

᭦᪂したࢶ࣐ࣟࢡのᐇ⏕が見られ、な⫱成を

ᅗるために㐺ษなᐦ度⟶⌮がᚲせと⪃࠼られた。

そࡇで、ᖏ≧㝖ఆによるᐦ度⟶⌮を試ࡳた（ඵ⚄

2013）。また、⛶ᶞの୰らࢶ࣐材⥺に⨯ࡾ

にくいಶ体を見ࡅࡘるため、ࢭࢨࣀࢶ࣐ンࣗࢳ

ᯤれないಶࡶ᥋✀し࡚、ࢁࡇの᥋✀を⾜ったと࢘

体のᏑᅾが認められ࡚いる（ụ田・小倉 2014）。

୍᪉、ࢭࢨࣀࢶ࣐ン࢘ࣗࢳのᢠᛶは、ᶞ

㱋によっ࡚ኚࢃるࡇと࠼⪄ࡶられ࡚おࡾ、ᐇែ➼

は᫂らではない。௨ୖのࡇとら、本ሗではኳ

↛下✀᭦᪂によっ࡚⏕したࢶ࣐ࣟࢡⱝ㱋木に、

⏕を㐃ᖺ᥋✀し࡚᥋✀ᚋの࢘ࣗࢳンࢭࢨࣀࢶ࣐

Ꮡྜ➼にࡘい࡚ㄪᰝしたのでሗ࿌ࡍる。

䊡 ヨ㦂ᆅࡧࡼ࠾ヨ㦂᪉法

㸯 ヨ㦂ᆅ

 石川県ຍ㈡ᕷୖ木⏫ᆅෆのຍ㈡ᾏᓊᅜ᭷ᯘ

㸰 ヨ㦂ᮌの≧ἣ㸦┿㸫㸯㸧

㸱 㸰㹼㸳ᅇ┠の᥋✀㸦⾲㸫㸯㸧

ᯤᦆ木は、ⴥが࡚ࡍ㉥ኚしᯤṚした（┿

㸫㸱）。ᯤᦆᮇは、Ṥが、2 ▷᭶௨ෆの

ᮇにᯤᦆし࡚いる。ᑡ数ではあるが、3 ᭶

௨ୖ⤒㐣し࡚らᯤṚしたಶ体ࡶあった。

⏕Ꮡ木は、⏕Ꮡ≧ἣにいくࡘの㐪いが見ら

れた。1 、ࡎは、᥋✀したᙳ㡪がく見られ┠ࡘ

㡰ㄪに成長し࡚いるಶ体が見られた（┿㸫

４）。2 がᯤṚし࡚いࡅࡔは、᥋✀したᯞ┠ࡘ

るಶ体が見られた（┿㸫５）。3 は、᪂┠ࡘ

ᲈの成長㔞が低下し࡚いるಶ体で๓ᖺの成長㔞

よࡾᑡなくなっ࡚いるಶ体が見られた（┿㸫

㸴）。

㸰回┠௨㝆の᥋✀でࡶ、ᯤᦆが見られたが、

㸯回┠とẚ࡚⏕Ꮡྜは、85.7～94.7％で᫂

らに高くなっ࡚いる。ᯤᦆしたಶ体の≉ᚩは、

㸯回┠の᥋✀で成長㔞がᑡなくなったಶ体ࡸ᥋

✀したᯞがᯤれたಶ体に見られた。ᯤᦆᮇは

⛅௨㝆のሙྜがከく、ᖺ㉺しᯤれしたಶ体ࡶ見

られ、ᯤᦆしたಶ体でࡶᯤれ㞴い傾向が見られ

た。
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ᘬ用ᩥ⊩

⛶ᶞにᑐࡍる㝖ఆとᆅᦋࡁのຠ果�୰㒊᳃ᯘ◊

✲：81㸫82. 

ụ田୕・小倉�2014� ኳ↛᭦᪂ࢶ࣐ࣟࢡ⛶ᶞ

におࡅるࢭࢨࣀࢶ࣐ン࢘ࣗࢳ᥋✀試験.石川

県ᯘ試◊ሗ 46：10㸫11.

ඵ⚄ᚨᙪ�2013� 高ᐦ度にኳ↛᭦᪂したࢶ࣐ࣟࢡ

したとࢁࡇ、㸯回┠の 13.2％が⏕Ꮡしたが、2 回

┠௨ᚋは 85.7～�4.7％で 1 回┠に⏕ࡁṧったࢡ

れࡇ。になったとが᫂らࡇはᯤᦆし㞴いࢶ࣐ࣟ

によࡇ、ࡾのࢶ࣐ࣟࢡⱝ㱋ᯘには、1 ⛬度がᯤ

ᦆし㞴いࢶ࣐ࣟࢡがあると♧၀ࡉれた。2 回┠௨

㝆の᥋✀によるᯤᦆには、㐣ཤの᥋✀によるࢲ

࣓ーࡸࢪ、Ẽ㇟᮲௳のᖺኚ動➼ࡶᙳ㡪したࡶのと

ᯘは、高木に成長したࢶ࣐ࣟࢡられる。ᾏᓊ࠼⪄

の成❧本数は 1�000 本௨下であるため、回の

⏕ṧ⋡であれࡤ、成ᯘは༑ศྍ⬟と⪃࠼られる。

௨ୖのࡇとら回のᡭἲをᛂ⏝ࡍるࡇとで、ᾏ

ᓊࢶ࣐ࣟࢡᯘにおい࡚ኳ↛᭦᪂⏤᮶のࢶ࣐材⥺

ᢠᛶࢶ࣐ࣟࢡᯘศをᙧ成ࡍるࡇとがྍ⬟であ

ると⪃࠼られた。

┿㸫㸯 ᥋✀๓のㄪᰝᯘศの≧ἣ㸦���7 ᖺ㸧 

┿㸫㸰 ฎ⌮ᚋの࢘ࣗࢳࣥࢭࢨࣀࢶ࣐᥋✀㒊

᥋✀ᅇᩘ ᥋✀ᮏᩘ ⏕Ꮡᮏᩘ ⏕Ꮡྜ䠂

䠍ᅇ┠ 28

䠎ᅇ┠

⾲䇷䠍䚷セ䞁䝏䝳䜴᥋✀ᚋの⏕Ꮡᮌのྜ

13.2212

28 24 85.7

䠑ᅇ┠ 19 18

䠏ᅇ┠

94.7

24 21 87.5

䠐ᅇ┠ 21 19 90.5

䊣 ⪃ᐹ

✀を᥋࢘ࣗࢳンࢭࢨࣀࢶ࣐ⱝ㱋木にࢶ࣐ࣟࢡ
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┿㸫㸴ࠉᙜᖺᯞのᡂ㛗ࡀపୗしたಶయ

㸦▮༳のᙜᖺᯞのᡂ㛗ࡀపୗ㸧

┿㸫㸲ࠉ⏕ṧした᥋✀ಶయ

㸦▮༳のᯞࡀᯤṚ㸧

┿㸫㸳ࠉ᥋✀したᯞࡀᯤṚしたಶయ

┿㸫㸱 ᯤṚした᥋✀ಶయ
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ͤ1 ᰴᘧ会♫ࢯࢵࢽーグࣜーン

࡚࠸ࡘ㜵㝖ࣛ࢞࢝ࣜࢢࣔࢶ࣐

 ᆅ㐺ᛂヨ㦂̿⌧ࡿࡼのᶞᖿὀධࢻࣜࣉ࣑ࢱࢭ̿

༓木 ᐜ・丸 ❶ᙪͤ㸯・ఀᒣ බ二ͤ1

に⿕ᐖまたは⿕ᐖのྍ⬟ᛶࣛ࢞࢝グࣜࣔࢶ࣐

工᪉法㸦⾲̿㸯㸧

䊠 ࡵࡌࡣ

⸆のᶞᖿὀධによるᐖ㜵㝖ᢏ⾡は、⎔ቃ

ࣗࢳンࢭࢨࣀࢶ࣐、らとࡇいࡉのᙳ㡪が小

྾Ồ、ࡾあࡘࡘධቑṪ㜵Ṇᢏ⾡とし࡚ᐃ╔し࢘

ᐖ➼の㜵㝖にࡶ⏝いられጞめ࡚いる。ࣔࢶ࣐グ

⾶のᶞໃをࢶ࣐、の྾Ồᛶのᐖは➼ࣛ࢞࢝ࣜ

、に（┿̿㸯）ࡶᯤᦆに⮳らしめるとと、ࡏࡉ࠼

。ᚓるྍ⬟ᛶがあるࡾなࡶ材⥺のㄏᅉにࢶ࣐

୰でࣔࢶ࣐、ࡶグࣜࣛ࢞࢝は、ᗂᮇは㊊があ

るが、成になるとがᶞ⓶の୰に₯ࡾ㎸ࢇでᡭ㊊

┿ない（ࡁẅのᩓᕸでは㜵㝖でࡾくな↓ࡶ

̿㸰㸬㸱）。๓ሗ（༓木ら、2020）では、ࢭタ

ࢶ࣐：るᶞᖿὀධ（ၟရྡࡍを成ศとࢻࣜࣈ࣑

グࣜーン㸰・成ศ㔞㸰％）を㓇石㓟ࣔࣛンࣝࢸ

（ၟရྡ：グࣜーン࢞ーࢺ࢚ࢻ・成ศ㔞㸶％、

グࣜーン࢞ー࢜ࢿࢻ：成ศ㔞 20％）とΰ⏝し、

たが、᪂しいࡳの㜵㝖を試ࣛ࢞࢝グࣜࣔࢶ࣐

ࡸ᪂しい▱見ࡶ࡚࠼ሗ࿌ࡍる。

䊡 ヨ㦂᪉法

㸯 ヨ㦂の┠ⓗ

がある木にࡘい࡚㜵㝖試験を⾜った。๓ሗの高⃰

度ὀධ試験では、ࢭタࢻࣜࣈ࣑㸰％のࢶ࣐グ

ࣜーンᾮ㸰を⏝いたが、⸆ᐖのཎᅉが⸆୰の

⏺面άᛶがཎᅉと⪃࠼られるࡇとら、⏺面ά

ᛶΰධがᑡなくᢚ࠼られるࢭタࢻࣜࣈ࣑

20％のࢶ࣐グࣜーンᾮࡶ⏝いた。なお、ᐇに

ᙜたっ࡚は、試験木のᡤ᭷⪅および⟶⌮⪅らの

せᮃ➼を⪃៖し࡚⌧ᆅの≧ἣにᛂࡌた᮲௳でᕤ

をᐇした。

㸰 ヨ㦂ᆅࡧࡼ࠾ヨ㦂ᮌᙜ᪥のẼ㇟≧ἣࡧࡼ࠾

㸯）石川県ⓑᒣᕷ㒊ධ㐨ᆅෆ

・⬚高のᖿ࿘：20Fm ᕤ本数 1 本

201� ᖺ 1 ᭶ 26日ᕤ

ኳೃ くࡾࡶࠎ㞵 日㝆Ỉ㔞 12mm

ᖹᆒ㢼㏿ 5.6m

᭱高Ẽ  13.1Υ ᭱低Ẽ  1.2Υ

㸰）石川県㔠ἑᕷ小❧㔝ᆅෆ

・⬚高のᖿ࿘：18～76Fm

・⿕ᐖのⴭしい木㸯本で、ࢭタࢻࣜࣈ࣑

成ศ㔞 400mg のࢶ࣐グࣜーンᾮ 2.0ml

を㸶％㸫EtOH で 50 ಸᕼ㔘になるよ࠺にㄪ

ᩚし、ᾮ㔞 100ml をὀධした。

ᕤ本数㸴本

2019ᖺ 2 ᭶ 26 日ᕤ

ኳೃ ᬕれ 日㝆Ỉ㔞 0.0mm

᭱高Ẽ  9.9Υ ᭱低Ẽ  3.4Υ

ᖹᆒ㢼㏿ 3.7m

・供試木は、⿕ᐖの大ࡁい㸰本とᚤᐖの４

本でὀධ木の大ࡉࡁにྜࢭ࡚ࡏࢃタ࣑

成ศ㔞ࢻࣜࣈ 400～800mg のࢶ࣐グࣜーン

㸰を 8�-EtOH で㸰５ಸ ᕼ㔘になるよ࠺

にㄪᩚし࡚ὀධした。

㸱）石川県㔠ἑᕷ木ࣀ᪂ಖᆅෆ

・⬚高のᖿ࿘：20Fm 未‶ ᕤ本数 1本

20～30Fm ᕤ本数 5本

2020 ᖺ 2 ᭶ 20 日ᕤ

ኳೃ 㞵ࠎくࡾࡶ 

日㝆Ỉ㔞 4.5mm

᭱高Ẽ  10.3Υ ᭱低Ẽ  3.5Υ

ᖹᆒ㢼㏿ 2.6m

・供試木のᖿ࿘ 20Fm 未‶の㸯本は、ࢭタ

成ศ㔞ࢻࣜࣈ࣑ 320mg のࢶ࣐グࣜーンᾮ

日㝆Ỉ㔞 0.0mm

４）石川県㔠ἑᕷᶓ川ᆅෆ

・⬚高のᖿ࿘：51～52Fm ᕤ本数 2 本

2021 ᖺ 2 ᭶ 25日ᕤ

ኳೃ くࡾࡶࠎᬕれ

 1.6ml を 16�㸫EtOH で㸰５ಸᕼ㔘にな

るよ࠺にㄪᩚし、ᾮ㔞 160mlをὀධした。

ᖿ࿘ 20～30Fm Fm の 5 本は、ࢭタࣈ࣑

成ศ㔞ࢻࣜ 400mg でࢶ࣐グࣜーンཎᾮ

2.0ml を 16％㸫(W2H で 25 ಸᕼ㔘になるよ

にㄪᩚし、ᾮ㔞࠺ 200ml をὀධした。 
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᭱高Ẽ  �.5Υ ᭱低Ẽ 㸫0.9Υ

ᖹᆒ㢼㏿ 2.9m

・㸰本とࢭࡶタࢻࣜࣈ࣑成ศ㔞 1�600mJ、

グࣜーンཎᾮࢶ࣐ 8.0ml を 16％㸫(W2H で

25ಸᕼ㔘になるよ࠺にㄪᩚし、ᾮ㔞200mO

をὀධした。

せ䊣   

ࢻࣜࣉ࣑タࢭい࡚̿ࡘにࡳ㜵㝖の試ࣛ࢞

のᶞᖿὀධによる試̿ࡳ石川県ᯘ試◊ሗ 51：

23㸫25.

⸆㢮の㐺⏝㎰ࢩ࣒ࣛ࢞࢝、グࣜーン㸰はࢶ࣐

であるが、ࢶ࣐㢮にࡘい࡚は⏝⃰度が５㸮ಸの

ためὀධࡍるᾮ㔞がከいなᕤ᪉ἲと㜵㝖ຠ果

の発⌧にࡘい᳨࡚ウのవᆅがあると⪃࠼られる。

回の結果らὀධによっ࡚㜵㝖でࡁるととࡶに、

い࡚は、⸆のᕼ㔘⃰度ࡘにࢶ࣐ࣟࢡ、ࢶ࣐࢝

れた。ᶞᖿὀධによࡉ高められるྍ⬟ᛶが♧၀ࡶ

る㜵㝖は⸆を⎔ቃにᩓᕸࡍるࡇとがなく、⸆

れるので、⎔ቃにඃしい᪉ἲでࡉຠ⋡ⓗにᢞࡶ

ある。たࡔし、ࢶ࣐ࣟࢡ、ࢶ࣐࢝なにはᕤ

がᑡなく、㐺ṇな⏝᪉ἲࡸຠ果の⥅⥆ᛶを᫂

らにし、ຠ⋡ⓗな⏝᪉ἲを♧したい。

ᘬ用ᩥ⊩

༓木ᐜ・丸❶ᙪ・ఀᒣබ二(2020) ࣔࢶ࣐グࣜ࢝

䊢 ヨ㦂⤖ᯝ⪃ᐹ

㸯 石川県ⓑᒣᕷ㒊ධ㐨ᆅෆ

⿕ᐖ木のࢶ࣐࢝は、回の୰で᭱ࡶ⿕ᐖが大

し࡚いた（┿㸫ࡇく」数の⟠ᡤでᯞᯤれを㉳ࡁ

４）。⸆ὀධᚋ、⏕Ꮡし࡚いた᪂ᲈのᯤṚは

とࢇ見られࡎ、᪂ⱆがṇᖖにఙ長し࡚いる。୍

᪉、⿕ᐖのⴭしいᯞはにᯤṚに⮳ࡾ、回が

見られࡎษ㝖した。しし、そのᚋのᡭධれによ

、に、ᩚᯞࡶるととࡍ体ⓗにはᶞໃが回、ࡾ

ᐃによࡾᗞ木とし࡚の౯値ࡶ⥔ᣢࡉれ࡚いる

（┿㸫５）。

㸰 石川県㔠ἑᕷᑠ❧㔝ᆅෆ

⿕ᐖ大のࢶ࣐は、ᑎ㝔の松୪木のࡶので、その

ⴥᯤれで┠❧っ࡚にẚࢶ࣐のの㸯本はࡕ࠺

いたが（┿㸫㸴）、⸆ὀධᚋは᪂ᲈのᯤṚは

᪂ⱆがṇᖖにఙ長し࡚ᶞໃの、ࡎ見られࢇと

回が見られた。⿕ᐖᚤのࢶ࣐は、᪂ᲈがఙ長し

࡚ṇᖖなᶞໃを⥔ᣢし࡚いる。

㸱 石川県㔠ἑᕷᮌࣀ᪂ಖᆅෆ

᳜᱂ᆅは近ᖺேᕤⓗに㐀成ࡉれたᅬᆅで、⿕ᐖ

大のࢶ࣐࢝は（┿㸫㸵）、⸆ὀධᚋは᪂ᲈ

のᯤṚは見られࡎ、ᶞෙ下㒊のⴥ㔞はᑡなくなっ

たが、᪂ⱆがṇᖖにఙ長し࡚ᶞໃが回し࡚いる

（┿㸫㸶）。⿕ᐖᚤのࢶ࣐は、᪂ᲈがఙ長し࡚

ṇᖖなᶞໃを⥔ᣢし࡚いる。

ᕼ㔘⁐፹とし࡚ 16%̿(W2H をったが༳㇟とし

࡚、8%̿(W2H よࡾὀධ間が᪩いよ࠺にᛮࢃれ

た。

㸲 石川県㔠ἑᕷᶓ川ᆅෆ

⿕ᐖ木の⿕ᐖ大のࢶ࣐࢝は（┿㸫㸷）、下

᪉のᯞにᯤⴥが┠❧っ࡚いた。⸆ὀධᚋは᪂ᲈ

のᯤṚは見られࡎ、下᪉のᯞは、ⴥがᑡない≧ែ

になったが、᪂ⱆがṇᖖにఙ長し࡚ᶞໃが回し

た（┿㸫㸯㸮）。⿕ᐖᚤのࢶ࣐は、᪂ᲈがఙ長

し࡚ṇᖖなᶞໃを⥔ᣢし࡚いる。

回ࡶ 16�̿(W2H をったが、8%̿(W2H よࡾ

ὀධ間が᪩いよ࠺にᛮࢃれた。 
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ⓑᒣᕷ
㒊入㐨ᆅෆ

⿕害 21
マツグリ
䞊䞁ᾮ剤

2.08%䞊EtOH 50 400 ⮬↛ᅽ注入 ↓䠍ኪ 㔞注入 ᅇ

⿕害ᚤ 76 30.0 ຍᅽ注入 㔞注入600 ↓
⿕害

ᅇ
43 40.0 ຍᅽ注入800 㔞注入 ↓

⿕害
ᅇ

23 20.0 ຍᅽ注入 㔞注入400 ↓
⿕害ᚤ

ᅇ
18 15.0 ຍᅽ注入300 㔞注入 ↓

⿕害ᚤ
ᅇ

25 20.0 ຍᅽ注入400 㔞注入 ↓ ᅇ
⿕害ᚤ 25 20.0 ຍᅽ注入400 㔞注入 ↓ ᅇ
⿕害 24 2.0 ຍᅽ注入 㔞注入400 ↓ ᅇ
⿕害ᑠ 23 2.0 ຍᅽ注入 㔞注入400 ↓ ᅇ
⿕害ᑠ 17 1.6 ຍᅽ注入 㔞注入320 ↓ ᅇ
⿕害ᑠ 18 1.6 ຍᅽ注入320 㔞注入 ↓ ᅇ
⿕害ᑠ 25 2.0 ຍᅽ注入400 㔞注入 ↓ ᅇ
⿕害ᑠ 24 2.0 ຍᅽ注入400 㔞注入 ↓
⿕害

ᅇ
52 8.0 ຍᅽ注入 㔞注入 ↓1,600 ᅇ

⿕害ᚤ 51 8.0 ຍᅽ注入 㔞注入 ↓1,600 ᅇ

䈜 マツグリ䞊䞁ᾮ剤(アセタミ䝥リド20%)

0.5㛫

௨ෆ䛻
䡚6㛫

注入

⸆害の
᭷䞉↓

௨ෆ䛻
12㛫

注入

25

マツグリ䞊䞁ᾮ剤䠎(アセタミ䝥リド2%)

25

25

3㛫

㔠ἑᕷ

1㛫

ᑠ❧㔝ᆅෆ
マツグリ䞊
䞁ᾮ剤䠎

≧の
≧ែ

8%䞊EtOH

注入䛻せ

㔠ἑᕷ

䛧た㛫

ᮌ䝜᪂ಖᆅෆ

㔠ἑᕷ
ᶓᕝᆅෆ

16%䞊EtOH

16%䞊EtOH

マツグリ䞊
䞁ᾮ剤

マツグリ䞊
䞁ᾮ剤

౪試ᮌの
⬚㧗幹࿘

౪試ᮌの
⿕害≧ἣ

(cm)

⾲㸫1ࣛ࢞࢝ࣜࢢࣔࢶ࣐ࠉ⿕ᐖᮌ㜵㝖ヨ㦂のὀධ᮲௳⤖ᯝ

アセタミ
ᕼ㔘⁐፹

䝥リド剤䚷䈜
ᡂศの

アセタミ䝥リド
注入≧ἣ注入᪉ἲ試験ሙᡤ

౪試㔞(mg)
⸆剤㔞
注入䛧た

(ml)

アセタミ

のಸ⋡
䝥リド剤

┿㸫㸱 ࣛ࢞࢝ࣜࢢࣔࢶ࣐ᡂ 

（⬮がない.⛣動でࡁない） 

┿㸫㸰 ࣛ࢞࢝ࣜࢢࣔࢶ࣐ᗂ

（⬮がある.⛣動ྍ⬟） 

┿㸫㸯 ࣛ࢞࢝ࣜࢢࣔࢶ࣐⿕ᐖᮌ

㸦数ᖺっ࡚ᯤṚに⮳る） 
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┿㸫㸳 ⓑᒣᕷ㒊ධ㐨 工ᚋ 

㸦2020 ᖺ 11᭶ 10᪥ᙳ㸧 

ᯤⴥがなくなࡾ回に向࠺ 

┿㸫㸲 ⓑᒣᕷ㒊ධ㐨 工๓ 

㸦���0ᖺ 1᭶ 16 ᪥ᙳ㸧 

ኚⰍしたⴥが┠❧ࡘ 

┿㸫㸴 㔠ἑᕷᑠ❧㔝ᆅෆ 工๓㸦���9ᖺ 2 ᭶ 26 ᪥ᙳ㸧

ኚⰍしたⴥが┠❧ࡕ、ⴥ㔞がᑡなくなっ࡚いる 
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┿㸫㸶 㔠ἑᕷᮌの᪂ಖ 工ᚋ 

㸦2021 ᖺ 7 ᭶ 13 ᪥ᙳ㸧 

下㒊のᯤⴥがなくなࡾ、回に向࠺ 

┿㸫㸵 㔠ἑᕷᮌの᪂ಖ㒊工๓ 

㸦2020 ᖺ 12᭶ 4 ᪥ᙳ㸧

下㒊にኚⰍしたⴥが┠❧ࡘ 

┿㸫㸷 㔠ἑᕷᶓ川ᆅෆ 工๓ 

㸦2020ᖺ 11᭶ 10 ᪥㸧 

ኚⰍしたⴥが┠❧ࡕ、ⴥ㔞がᑡなくなっ࡚いる

┿㸫㸯㸮 㔠ἑᕷᶓ川ᆅෆ 工ᚋ

㸦2021ᖺ 6᭶ 24 ᪥㸧 

ᯤⴥがなくなࡾ、回に向࠺ 
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【抄録】 

ⴌⱆ᭦᪂ࢩࣝ࢘ࡿࡼᯘの⏕ 

小㇂二㑻

ᅜ産⁽の㟂せが高まる୰、ྛᆅで᳜ࢩࣝ࢘᱂のᶵ㐠が高まっ࡚いる。ࢩࣝ࢘の᳜᱂㐺ᆅは、ࢾࢡギ

れࡇ、がⰋዲなሙᡤに限られる。そのためࡅ⠊ᅖが⊃く、⫧ỺでỈは࡚のᗈⴥᶞにẚなࣛࢼࢥࡸ

までከくの᳜᱂ᆅでኻᩋが見られるのࡶᐇである。㏫に、⌧ᅾ成ᯘし࡚いるሙᡤは、ࢩࣝ࢘に

とっ࡚は㐺ᆅであったሙᡤと⪃࠼られる。࠺ࡇしたሙᡤは、㐀ᯘしなく࡚ࡶᥙࢃ⤊ࡁったẕᶞをఆ

᥇し࡚ⴌⱆ᭦᪂によࢩࣝ࢘ࡾᯘ⏕ࡍるࡇとがྜ⌮ⓗと⪃࠼られる。そࡇで、ࢩࣝ࢘のⴌⱆ≉ᛶを

ゎㄝࡍるととࡶに、ࡇれまでྲྀࢇ⤌ࡾでࡁた試験結果ら、ⴌⱆ᭦᪂によࢩࣝ࢘ࡾᯘ⏕ࡍる᪉ἲ

にࡘい࡚⤂ࡍる。ձࢩࣝ࢘のⴌⱆ≉ᛶとし࡚᰿ⴌⱆがከ数発⏕ࡍる。ղⴌⱆの❧࡚᪉とし࡚㸯ᖺ

┠に㸯本/Ka ௨ୖ発⏕ࡍる᰿ⴌⱆを㸰ᖺ┠に 1,600本/Ka にᐦ度ㄪᩚし┤径の成長ಁ㐍をᅗる。ճⴌ

ⱆの成長㜼ᐖせᅉとなる⬗ᯤの⨯木をᐦ度ㄪᩚに㝖ཤࡍる。௨ୖのྲྀ⤌ࡳによࡾ、ⴌⱆ᭦᪂を

᭷ຠにά⏝ࡍれ᳜ࡤ᱂よࡶࡾ数ᖺ᪩くࢩࣝ࢘ᯘを⏕でࡁる。

（日本⁽࣑ࢹ࢝ー・⁽ࢺࢵ࣑ࢧ 2021口㢌発表）

【抄録】 

UAV  ᯘෆኳ⌫⏬ീᙳࡿࡼ

̿ እࡅኳ⌫ࢆ࣓ࣛ࢝用࠸た✵のヨࡳ ̿

▮田 ㇏・木ᮧ୍ஓͤ1・ୖ㔝┤ேͤ2・ᮧୖⰋᖹͤ2・

ᯘ ⯟ᕼͤ3・松ᗣ浩ͤ3・長田ⱱ⨾ͤ3

UAV による㔪ⴥᶞேᕤᯘୖ✵らの㈨※㔞ㄪᰝにࡘい࡚はᐇ⏝ẁ㝵に㐩し、ᬑཬがጞまࡘࡘࡾあるが、

ᖿのሗを┤᥋ྲྀᚓでࡁないࡇと、㈨※㔞を᥎ᐃࡍるためのࢹータฎ⌮ᕤ⛬が↹㞧であるࡇとなの

ㄢ㢟がある。 

₇⪅らは、第㸶回୰㒊᳃ᯘ学会（2018）に࡚、UAV のᶆ‽ᦚ㍕ᶵ⬟をά⏝したᯘෆኳ⌫⏬ീのᙳ

にࡘい࡚ሗ࿌したが、ᙳᡤせ間が長く、あまࡾᐇ⏝ⓗとはゝ࠼なった。そࡇでᕷ㈍のẸ⏕⏝

ኳ⌫࣓ࣛ࢝を UAV にྲྀࡾ࡚ࡅᯘෆを㣕⾜ࡏࡉるࡇとによるᙳ作ᴗを試ࡳ、ู㏵㛤発した、ᡭᣢࡕ

ᙳによるኳ⌫⏬ീを⏝い࡚材✚ࡸཎ木ရ㉁を᥎ᐃࡍる῝ᒙ学⩦࢚ンࢪンを⏝ࡍるࡇとで、ࡰ

ᐇ⏝に⪏࠼ると⪃࠼られる成果をᚓたのでሗ࿌ࡍる。 

本◊✲は、㎰◊ᶵᵓ⏕◊ᨭࢭンター࣋ࣀࠕーࣙࢩンฟ強◊✲᥎㐍ᴗࠖのᨭをཷ࡚ࡅ

⾜った。 

    （第 11回୰㒊᳃ᯘ学会 口㢌発表）

ͤ㸯石川県᳃ᯘ⤌ྜ㐃ྜ会、 ͤ㸰�ᰴ�ࢥࣝࣈ࢚ンࣗࣆータ、 ͤ㸱㔠ἑᕤᴗ大学
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【抄録】 

スࢺ࣮࣐ᯘᴗ◊✲㛤Ⓨᡂᯝの⌧ሙᐇ࡚ࡅྥ

㹼8$V した㇟ᑐࢆᯘෆኳ⌫⏬ീീ⏬ࢯࣝ࢜ $I の㛤Ⓨ㹼ࣜࣉ

▮田 ㇏ 

 ᅜෆの᳃ᯘ㈨※が成熟し本᱁ⓗな⏝ᮇを㏄࠼る୍᪉、ᯘᴗᴗ体におࡅるேᡭ㊊が῝้し

࡚おࡾ、ㄪᰝᴗົのຠ⋡がႚ⥭のㄢ㢟となっ࡚いる。 ୍᪉、小ᆺ↓ேᶵによࡾᙳ・ྜ成した࢜

ᙳしたᯘෆኳ⌫⏬ീがẚ㍑ⓗᐜ᫆にࡾによ࣓ࣛ࢝⏝ᡭ㍍なᑓࡸ（ീ⏬ࢯࣝ࢜௨下、UAV）ീ⏬ࢯࣝ

ྲྀᚓでࡁるよ࠺になࡾ、それらのຠ⋡ⓗなά⏝ᡭἲの㛤発がồめられ࡚いる。 

௨ୖのࡇとら、ᯘᴗᴗ体➼がᐇࡍる᳃ᯘㄪᰝᴗົをຠ⋡ࡍるために、近ᖺ⏬ീ認㆑のศ㔝

でᗈく᭷⏝ᛶが認められ࡚いる῝ᒙ学⩦ᢏ⾡をά⏝し、UAVࢯࣝ࢜⏬ീを⏝いたᶞ✀ุูࡸ᳃ᯘቃ⏺᫂

☜ᨭ、およびᯘෆኳ⌫⏬ീを⏝いた材✚ࡸཎ木ရ㉁᥎ᐃのための AI ࡍ⏝ンと、それをࢪン࢚

るための Web たྲྀ⤌を㛤ጞしたࡅሙᐇに向⌧ࡾを試作し、ᖺ度よ࢙࢘ࢺࣇࢯンࣙࢩーࢣࣜࣉ

ので、そのෆᐜとᚋの⌧ሙᐇの᪉向ᛶ➼にࡘい࡚ሗ࿌ࡍる。 

本◊✲は、㎰◊ᶵᵓ⏕◊ᨭࢭンター࣋ࣀࠕーࣙࢩンฟ強◊✲᥎㐍ᴗࠖのᨭをཷ࡚ࡅ

⾜った。 

（近␥୰ᅜ᳃ᯘ⟶⌮ᒁ ௧㸱ᖺ度᳃ᯘ・ᯘᴗὶ◊✲発表㞟㘓）

【抄録】 

SfM  たᯘศᖹᆒᶞ㧗の᥎ᐃ࠸用ࢆࣝࢹᗈⴥᶞᯘෙࣔࡿࡼ

▮田 ㇏・木ᮧ୍ஓͤ1・ᒣ㊰ెዉͤ1・ୖ㔝┤ேͤ2・ᮧୖⰋᖹͤ2

DCHM を⏝いた㔪ⴥᶞのᶞ高᥎ᐃᢏ⾡はࡰ☜❧・ᐇ⏝ࡉれ࡚いるが、ᗈⴥᶞのᶞ高᥎ᐃᢏ⾡に

、ない。₇⪅らはࢇとら、ሗ࿌がとࡇい࡚は、ᶞෙが丸くᶞ㡬Ⅼ᳨ฟが㠀ᖖにᅔ㞴であるࡘ

ᖺの本大会におい࡚、ᗈⴥᶞ二ḟᯘෆのୖࣛࢼࢥᒙ木のᶞෙ面✚ྜィ値とᶞ高を⏝い࡚、ୖࣛࢼࢥ

ᒙ木の材✚およびࡁのࡇཎ木᥇材本数を᥎ᐃࡍるための༢⣧な数学ࣔࣝࢹをᥦした。ࡇのࣔࣝࢹを

ά⏝ࡍるためのࢣࣜࣉーࣙࢩン࢙࢘ࢺࣇࢯにおい࡚ᶞ高᥎ᐃを⮬動ⓗに⾜ࡇ࠺とを┠ⓗとし࡚、

UAV-SfM よࡾ⏕成した DCHM るためのᡭἲを᳨ウࡍのୖᒙᶞ高を᥎ᐃࣛࢼࢥらᗈⴥᶞ二ḟᯘෆの

したので、ሗ࿌ࡍる。

石川県ෆのᗈⴥᶞ二ḟᯘ 6 ᯘศにおい࡚ UAV ✵によࡾ㸱D Ⅼ⩌ࣔࣝࢹ（DSM）を⏕成した。ᅜ

ᅵᆅ⌮㝔の数値ᆅᅗ（ᶆ高）を⏝い࡚ᶆ高値のಟṇおよび DCHM の⏕成を⾜い、ࣞーࢨー 高ჾによ

るᶞ高ィ 値とのẚ㍑᳨ウ➼を㋃ま࠼、DCHM ⤫ィ値とୖࣛࢼࢥᒙᶞ高との関係ࢣࣜࣉ、ࡸーࣙࢩ

ン࢙࢘ࢺࣇࢯにᐇࡍる࣒ࢬࣜࢦࣝ➼にࡘい࡚、᳨ウした。

本◊✲は、⏕◊ᨭࢭンター࣋ࣀࠕーࣙࢩンฟ強◊✲᥎㐍ᴗࠖのᨭをཷ࡚ࡅ⾜った。 

（第 133 回日本᳃ᯘ学会 ポスター発表）

ͤ㸯石川県᳃ᯘ⤌ྜ㐃ྜ会、 ͤ㸰�ᰴ�ࢥࣝࣈ࢚ンࣗࣆータ
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【抄録】

マツモグリカイガラ等吸汁性害虫防除のためのアセタミブリド剤の樹幹注入試験

༓木 ᐜ

ᶞᖿὀධによるᐖ㜵㝖ᢏ⾡は、⸆の⎔ቃの㣕ᩓが↓く、⎔ቃのᙳ㡪がᑡない㜵㝖ᢏ⾡と

し࡚、ࢭࢨࢶ࣐ン࢘ࣗࢳのண㜵をはࡌめ྾Ồᐖ➼の㜵㝖にࡶ⏝いられጞめ࡚いる。ࢶ࣐には、

྾Ồᛶのᐖの⿕ᐖࡶ見られ、≉に、ࣔࢶ࣐グࣜࣛ࢞࢝は、成がᶞ⓶のෆഃで⏕άࡍるため、ᗂ

ᮇにⓏ㘓⸆のᩓᕸによる㜵㝖᪉ἲがあるが、ᗂの発⏕ᮇに数回ᩓᕸしなࡅれࡤならないので

㜵㝖はᴟめ࡚㞴しい。本ሗは、ࢭタࢻࣜࣈ࣑を成ศとࡍる⸆をᶞᖿὀධとし࡚⏝い、⸆の高

⃰度ὀධ試験と⨯木のࣔࢶ࣐グࣜࣛ࢞࢝の㜵㝖試験を⾜ったのでሗ࿌ࡍる。

回の結果ら、ࢶ࣐グࣜーンᾮ㸰の高⃰度ὀධ試験では、⸆を㸰ಸᕼ㔘の高⃰度にࡍると⸆

ᐖが見られた。ࣔࢶ࣐グࣜࣛ࢞࢝⨯木の㜵㝖試験では、低⃰度の５㸮ಸᕼ㔘と㸰５ಸᕼ㔘で⾜っ

たが、５㸮ಸᕼ㔘ではὀධ㔞がከ㔞のために間がるࡇとࡸ、ὀධಶᡤがከくなࡾ木にയをࡅࡘ

る⟠ᡤがቑ࠼た。ࡇのため、㸰５ಸᕼ㔘でࡶ⸆ᐖがฟ࡚いないࡇとら、㸰５ಸᕼ㔘の࠺がい᫆

く㐺ᙜと⪃࠼られる。ᕼ㔘⁐፹にࡘい࡚は、8�̿EtOH と 16�̿EtOH を供試したが、୧᪉とࡶ、木の

ᙳ㡪は認められなった。ᚋ、ຠ果の⥅⥆ᛶ➼を᫂らにし、ຠ⋡ⓗな⏝᪉ἲを♧したい。

               （ᯘᴗと⸆ 238 ྕ）

【抄録】 

ཎᮌࢣࢱࢩ᱂ᇵࡿࡅ࠾ᩓỈのຠᯝ࡚࠸ࡘ 

ඵᓥṊᚿ・小川㑥ᗣͤ1

2018 ᖺཬび 2019ᖺに、石川県の㒊、㬅⌔㒆⬟Ⓩ⏫に⨨ࡍる石川県㎰ᯘ⥲ྜ◊✲ࢭンター⬟Ⓩ㥔

ᅾに࡚試験をᐇした。9᭶୰᪪ら 11 ᭶までのᮇ間、᮲௳をኚ࡚࠼ᩓỈを⾜い、✭㔞をẚ㍑した。

ᯘෆでは㐌 1回 24間ᩓỈ、㐌 1 回 12 間ᩓỈ、㝆㞵のࡳ（ᑐ↷༊）の୕㏻ࡾを、࢘ࣁスෆでは㐌 3

回 1 間ᩓỈ、㐌 2 回 1 間ᩓỈ㸩㝆㞵、㝆㞵のࡳの୕㏻ࡾの᮲௳をタᐃした。また、大ࡁなཎᇶを

ᙧ成ࡏࡉるための⎔ቃ᮲௳をゎ᫂ࡍるために 05,（0DJQHWLF 5HVoQDQFH ,mDJLQJ）を⏝い࡚ほᐹがྍ⬟

 。ドを⾜った᳨࠺

ᯘෆでは 24 間ཬび 12 間ᩓỈᐇ༊では、୪ရཬびࠕのと࡚まࠖࡾつ᱁ရの᪉でᑐ↷༊よࡾ

発⏕㔞がⴠࡕ㎸࢘ࣁ。ࡔࢇスෆでは、㐌 3 回ᩓỈを⾜った༊で✭数はከくなったがࠕのと࡚まࠖࡾ

つ᱁ရはᑡなくなった。୍᪉で、㝆㞵のࡳで᱂ᇵした試験༊は体の✭数はᑡなったがࠕのと࡚

まࠖࡾつ᱁ရは᭱ࡶከった。௨ୖのࡇとら、ཎᇶᙧ成ᮇに高 、⇱の᮲௳にࡉらࡉれると、

ཎᇶの⏕Ꮡがཝしいため体の✭ಶ数がῶᑡࡍるࡇと、୍᪉、高 、⇱下で⏕Ꮡྍ⬟なཎᇶは大

るためには㠀くのࡍの௬ㄝを᳨ドࡇ。れたࡉ とが᥎ࡇつ᱁ရがከくなるࠖࡾのと࡚まࠕいためࡁ

 ᐃᢏ⾡がᚲせとなる。回は᠕⩏ሿ大学がᡤ᭷ࡍる MRI を⏝い࡚、ࢩタࢣ⳦⣒のศᕸࡸཎᇶが

ほᐹྍ⬟᳨ウし、ྍどでࡁるࡇとが♧ࡉれた。本◊✲の୍㒊は⏕◊ᨭࢭンター࣋ࣀࠕーࣙࢩ

ンฟ強◊✲᥎㐍ᴗࠖのᨭをཷ࡚ࡅ⾜った。ࡇࡇにㅰពを表ࡍる。 

         （第 24 回日本ࡁのࡇ学会 口㢌発表）

ͤ㸯᠕⩏ሿ大学
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【抄録】 

✚㞷ᆅᖏࡿࡅ࠾᪩⏕ᶞࣥࢲࣥࢭの᳃ᯘ㐀ᡂᢏ⾡の㛤Ⓨ 

向㔝 ᓧᖹ・ᐩἑ ⿱Ꮚ・༓木 ᐜ・小㇂ 二㑻 

ᅜⓗに㔪ⴥᶞேᕤᯘがఆᮇを㏄࠼、᳃ᯘ㈨※のᣢ⥆ⓗな⏝のほⅬら、ఆ᥇ᚋの㐀ᯘの᥎

㐍がᮃまれ࡚いる。そのよ࠺な୰、20～30 ᖺとい࠺ẚ㍑ⓗ▷いᮇ間で木材とし࡚の⏝が見㎸まれる

᪩⏕ᶞが、㐀ᯘᶞ✀とし࡚の㑅ᢥのྍ⬟ᛶࡶせᮃࡉれ࡚いる。しし、᪩⏕ᶞの本᱁ⓗな◊✲➼の㛤

ጞら日がὸいࡇとࡶあࡾ、⫱ⱑ、᳜᱂❧ᆅ、ᴗ体⣔➼にࡘい࡚は᫂なⅬが未ࡔከく、試験◊✲

ሗ୍ࡶ元ⓗにはᩚ⌮ࡉれ࡚いない。 

そࡇで本◊✲では、᪩⏕ᶞの୰でࡶ≉にࢭンࢲンにࡘい࡚、✚㞷ᆅᖏである石川県におࡅる᳜᱂㐺

ᆅࡸ⫱ᯘ᪉ἲ➼を᳨ウࡍるࡇとを┠ⓗに、ㄪᰝཬび᳜᱂試験を⾜った。ㄪᰝでは、石川県ෆ

にศᕸࡍるࢭンࢲンにࡘい࡚、⏕⫱≧ἣ、❧ᆅ⎔ቃ➼をྫྷした。᳜᱂試験では、4 ⟠ᡤの᳜᱂ᆅにࢭ

ンࢲンをそれぞれ 10～45本᳜᱂し、⏕⫱≧ἣとその⎔ቃ᮲௳の関係ᛶをྫྷした。本発表では、石川

県におࡅるࢭンࢲンのศᕸの≉ᚩのᩚ⌮ཬび、成⫱≧ἣࡸẼ㇟ᐖ➼をᇶに᳜᱂ᆅをホ౯し、⌧ẁ㝵に

おࡅる᳜᱂㐺ᆅを᳨ウしたのでሗ࿌ࡍる。 

        （第 133回日本᳃ᯘ学会 ポスター発表）

【抄録】 

 㤶Ẽᡂศの用ྍ⬟性の᳨ウࡿࢀࡉからᢳฟ࢘ࣙࢩࣥࢨスࣛ࢝

 向㔝 ᓧᖹ・➲木 ဴஓͤ1・大本 太㑻ͤ2・ෆ⸨ ၿ太ͤ3・ᐩἑ ⿱Ꮚ・▮田 ㇏ 

本◊✲では、ࢧン࢘ࣙࢩに近い㤶Ẽ成ศを᭷ࡍると⪃࠼られる、ࣛ࢝スࢨン࢘ࣙࢩの⏝ྍ⬟ᛶに

 。い࡚ㄪᰝ・᳨ウしたࡘ

⢭Ἔ➼をᢳฟࡍるための㐺ษな㒊ࡸᮇをㄪᰝࡍるために、ᮇをኚ࡚࠼、果ᐇ、ᙜᖺᯞ、ⴥを

᥇ྲྀし、⢭Ἔ➼をᢳฟした。また、࢞スࢺ࣐ࣟࢡグࣛࣇーで⢭Ἔ➼の成ศศᯒを⾜った。ᙜᖺᯞと

果ᐇらは⢭Ἔがᢳฟࡉれたが、ᮇによっ࡚は⢭Ἔ成ศがと᳨ࢇฟࡉれなった。成ศはࢧン

、の௦᭰とし࡚࢘ࣙࢩンࢧ、れる成ศが認められࡉ᭷⏝とࡶあったが、にࡶのࡶるࡍとඹ㏻࢘ࣙࢩ

または、᪂たな⢭Ἔとし࡚の⏝ྍ⬟ᛶがあると⪃࠼られた。 

（୰㒊᳃ᯘ◊✲ 70ྕ）

ͤ㸯石川県ᕤᴗ試験ሙ、 ͤ㸰EarthRing、 ͤ㸱石川県᳃ᯘබᅬ
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【抄録】 

ୖ㠃ࡧࡼ࠾㠃⿕そᘧࡿࡼఆಽࢇࡃฎ⌮࡛の MITC⃰度の⤒㐣

 ᗂのẅຠᯝ࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐

Ụᓮຌ二㑻・川口࢚ࣜᏊͤ1・୰ᮧඞͤ2・๓ཎ⣖ᩄͤ3・ 

相川ᣅஓͤ2・小⃝ኊ太ͤ2・⡿᳃ṇᝅͤ1

ୖ、るためのఆಽ㥑㝖ではࡍを㥑㝖࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐ 面⿕そᘧがᗈくᬑཬし࡚いる୍᪉で、

面⿕そᘧを᥇⏝し࡚いるᆅᇦࡶある。本◊✲では、⿕そ᪉ᘧの㐪いによるくࢇฎ⌮のຠ果を

ホ౯ࡍるために、ᅵተ᮲௳が␗なる 4 試験ᆅをタ⨨し、⿕そෆの MITC ⃰度を ᐃࡍるととࡶに、

材ㄪᰝによっ࡚本✀ᗂのṚஸ⋡をㄪᰝした。その結果、くࢇᢞධᚋの MITC⃰度の間ኚ

は試験ᆅࡸ⿕そ᪉ᘧの㐪いに関係なく、ᢞධ 2 間ᚋまたは 1 日ᚋにࣆーࢡに㐩し、15日ᚋに

高いỈ‽を♧しࡎそ᪉ᘧにᅉら⿕ࡸにῶᑡした。また、本✀ᗂのṚஸ⋡は、試験ᆅࠎᚎ࡚ࡅ

た。ࡈくᑡ数ながら材ෆで⏕Ꮡしたᗂは、ᆙ㐨に木くࡎがワめられた⻈ᐊෆで発見ࡉれ、それ

らの⻈ᐊは相ᑐⓗにのࡶのにẚ࡚῝い⨨に作られ࡚いた。ࡇれらの結果ら、面および

ୖ面⿕そᘧのࡕらࡶ༑ศな㥑㝖ຠ果があるࡇとが☜認ࡉれた。 

              （日本᳃ᯘ学会ㄅ103ᕳ㸱ྕ）

ͤ㸯㮵ඣᓥ県᳃ᯘᢏ⾡⥲ྜࢭンター、 ͤ㸰᳃ᯘ◊✲・ᩚഛᶵᵓ᳃ᯘ⥲ྜ◊✲ᡤᮾᨭᡤ、
ͤ㸱᳃ᯘ◊✲・ᩚഛᶵᵓ᳃ᯘ⥲ྜ◊✲ᡤ

【抄録】 

 సᴗ㛫ฎ⌮法のᡭ㡰ࢇࡃᘧఆಽ⋣ࡵ࠶

Ụᓮຌ二㑻 

ᅜⓗにはとࢇ᥇⏝ࡉれ࡚᮶なったあめ⋢ᘧの作ᴗᡭ㡰を♧し、その作ᴗ間をࡏࡪ

ᘧとẚ㍑ࡍるࡇとで作ᴗຠ⋡にࡘい᳨࡚ウした。その結果、あめ⋢ᘧの作ᴗຠ⋡はࡏࡪᘧとྠ

、ຎるがࡾᘧよࡏࡪの᭱大ฎ⌮材✚㔞はࡾそれ௨ୖであった。あめ⋢ᘧでは、㸯㞟✚ᒣあた➼

ᆅ面を᥀っ࡚⁁を作ったࡾ、ᅵを⿕ࡏたࡾとい࠺作ᴗがせとなるため、≀⌮ⓗに⁁を᥀れない

ᒾሙࡸᆅ面を᥀るࡇとがዲまれないබᅬ➼でࡶᕤྍ⬟であるといࢺࢵ࣓ࣜ࠺がある。また、

ࡍは、あめ⋢ᘧではに㝖ࡾのめくれୖがࢺーࢩスのせᅉとなる強㢼による࣑ᘧでᕤࡏࡪ

るࡇとがでࡁる。㜵㝖⌧ሙの≧ἣにᛂࡏࡪ࡚ࡌᘧを⿵ࡍるᡭἲとし࡚ά⏝ࡍるࡇとで、ຠ⋡

ⓗࡘຠ果ⓗなఆಽ㥑㝖のᐇ⌧に㈨ࡍるࡶのと⪃࠼られる。 

              （᳃ᯘ㜵 71ྕ）
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【抄録】 

スギᚰᣢࡕᖹゅ⇱材ྵࡿࡅ࠾Ỉ⋡ࡧࡼ࠾ࢀの材㛗᪉ྥศᕸ 

松元 浩・石田洋二・ᮧ㔝᭸ဢͤ1・小倉光貴 

スギᚰᣢࡕᖹゅにᑐし࡚高 ࢺࢵࢭฎ⌮をక࠺ேᕤ⇱を⾜い、⇱材の材長᪉向の含Ỉ⋡お

よびれのศᕸにࡘい᳨࡚ウした。その結果、材長᪉向の含Ỉ⋡ศᕸは、体ⓗに材➃㒊ら材

ෆ㒊に向っ࡚ቑຍࡍる傾向を♧した。そのቑຍ⋡は材ෆ㒊に向ࡸ⦅࠺になるࡶのの、

材➃ら⣙ 100Fm までは࡚ࡍの試験体におい࡚含Ỉ⋡の傾ᩳが認められた。≉に୰ኸ㒊の含Ỉ

⋡が 20％㉸の試験体では、材➃㒊と材ෆ㒊の含Ỉ⋡ᕪが大ࡁい傾向を♧した。製材の日本㎰ᯘつ

᱁に‽ᣐし࡚材のᖹᆒ含Ỉ⋡を⟬ฟしたሙྜ、30 体୰ 28 体が含Ỉ⋡ 20％未‶とุ断ࡉれる結果

となった。木口面に⌧れたれ⥲長ࡉは、ᚰᣢࡕṇゅでሗ࿌ࡉれ࡚いる結果とྠᵝに、材➃㒊が

 。る傾向を♧したࡍれ࡚ῶᑡࡘに࠺ከく材ෆ㒊に向ࡶ᭱

       （第 72 回日本木材学会 口㢌発表）

ͤ㸯（ᅜ◊）᳃ᯘ⥲ྜ◊✲ᡤ

 のㄏᘬ࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐ࡿࡼ⌮ᐃฎࢇࡏのᯞࢶ࣐

Ụᓮຌ二㑻・ඵ木㇏ኵͤ1・㙊田┤ேͤ2

るために、 2020ࡍにᙳ㡪を᫂らࡍࡰにཬࢡ材⥺の⨯ࣜスࢶ࣐ᐃがࢇࡏ㢮のࢶ࣐ ᖺ 7

᭶୰᪪になࢶ࣐࢝⏕❧木 6本のᶞෙにẚ㍑ⓗ強度なࢇࡏᐃฎ⌮を⾜い（ฎ⌮༊）、ᖿࡸᯞ᮲

にᙧ成ࡉれた࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐成のᚋ㣗数および産༸数を↓ฎ⌮木 6 本（ᑐ↷༊）と

ẚ㍑を⾜った。ࢇࡏᐃฎ⌮ᚋのㄪᰝᮇ間にᙧ成ࡉれたᚋ㣗数は、ฎ⌮༊とᑐ↷༊それぞれ木あ

たࡾ 4.7 ಶと 4.0 ಶで、ฎ⌮のᙳ㡪は認められなった。୍᪉、産༸はฎ⌮༊のࡳで木あたࡾ

1.8 ಶᙧ成ࡉれ、ฎ⌮のᙳ㡪が認められた。ࡇれらの結果、ᛶ成熟した࣓ス成はࢇࡏᐃ⟠ᡤ

らᨺฟࡉれる発ᛶ≀㉁に産༸ㄏᘬࡉれたྍ⬟ᛶが♧ࡉれた。ࢇࡏᐃฎ⌮は成を産༸ㄏᘬし、

ಖᣢ数が࢘ࣗࢳンࢭるྍ⬟ᛶがあるため、本✀成のࡍるࡍにఏࢶ࣐を࢘ࣗࢳンࢭࢨࣀࢶ࣐

ከいᮇを㑊ࢶ࣐࡚ࡅ㢮のࢇࡏᐃを⾜ࡇ࠺とで、ࢶ࣐材⥺の⨯ࣜスࢡを㍍ῶでࡁるྍ⬟ᛶ

がある。 

              （日本᳃ᯘ学会ㄅ103ᕳ５ྕ）

ͤ㸯୍⯡♫ᅋἲே日本ᶞ木་会石川県ᨭ㒊、 ͤ㸰ᮾி大学大学㝔㎰学⏕⛉学◊✲⛉㝃ᒓ₇⩦ᯘᾏ㐨₇⩦ᯘ

【抄録】 
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【抄録】 

スギᚰᣢࡕᖹゅᑐࡿࡍ㐺ṇ࡞㧗 ࢺࢵࢭฎ⌮᮲௳ 

 強度特性ࡆの᭤ࡑ

松元 浩・石田洋二・小倉光貴・ຍ⸨ⱥ㞝ͤ1 ・長ᑿ༤ᩥͤ1・小ᯘ ຌͤ1

㸴✀㢮の断面ᑍἲのスギᚰᣢࡕᖹゅにᑐし࡚␗なる㸱✀㢮のฎ⌮間の高 ࢺࢵࢭฎ⌮をᐇ

し、材面れࡸෆ㒊れの発⏕≧ἣにཬࡍࡰ高 ࢺࢵࢭฎ⌮間のᙳ㡪を᳨ウし、㸱ࡘの⇱᮲

௳による曲げ強度≉ᛶをホ౯した。 

その結果、 

1�断面ᑍἲに関ࢃらࡎ、高 ࢺࢵࢭฎ⌮間が長くなるにకいෆ㒊れはቑຍした。 

2�⌫ 度 120Υ、‵⌫ 度 �0Υ、ฎ⌮間 18 間の高 ࢺࢵࢭฎ⌮ᚋに、⌫ 度 �0Υ、

‵⌫ 度 60Υで⇱したスギᚰᣢࡕᖹゅの曲げ強度≉ᛶは、14 ࢃ᭶間のኳ↛⇱材とẚ㍑し࡚࢝

 。㊊した‶ࡡのの、⌧⾜のᶵᲔ➼⣭༊ศᵓ㐀⏝製材のᇶ‽強度をおおむࡶるࡍに低下ࡎ

スギᚰᣢࡕᖹゅにᑐし࡚㐺ษな高 ࢺࢵࢭฎ⌮᮲௳は断面ᑍἲに関ࢃらࡎ、⌫ 度 120Υ、

‵⌫ 度 �0Υ、ฎ⌮間 18 間であるとุ断した。 

          （木材ᕤᴗ 76ᕳ 11 ྕ）

ͤ㸯（ᅜ◊）᳃ᯘ⥲ྜ◊✲ᡤ

【抄録】 

石川県産スギ大径材から製材した枠組壁工法用製材の強度特性 

石田 洋二・松元 浩・小倉 光貴

石川県産のスギ大径丸太（末口径 30.7～47.9㎝、材長４ｍ）24 本を供試丸太とし、204 材（断面 38

×89mm）の曲げ試験体および縦圧縮試験体をそれぞれ 112 体、206 材（断面 38×140mm）の曲げ試験体

および縦圧縮試験体をそれぞれ 70 体、210 材（断面 38×235mm）の曲げ試験体および縦圧縮試験体を

それぞれ 30体および 33体作製した。強度試験の結果、曲げ強度の５％下限値は、204 材：23.2 N/mm2、

206材：23.1 N/mm2、210材：24.6 N/mm2 であった。縦圧縮強度の５％下限値は、204 材：28.7 N/mm2、

206材：23.6 N/mm2、210材：26.6 N/mm2 であった。また縦圧縮強度と縦振動ヤング係数の間に高い相

関が認められ、丸太の髄に近い未成熟材を含む材の縦圧縮強度は低くなる傾向が見られた。 

      （第 72 回日本木材学会大会 ポスター発表）

－31－



５３




